JAPAN 



EDICT OF GOVERNMENT M 

In order to promote public education and public safety, equal justice for all, 
a better informed citizenry, the rule of law, world trade and world peace, 
this legal document is hereby made available on a noncommercial basis, as it 
is the right of all humans to know and speak the laws that govern them. 



JIS Z 8513 (1994) (Japanese) : Ergonomics - 
Office work with visual display terminals 
— — Visual display requirements 



(VDTs) 



* * * * w * * * * 龠 

■ ■ ■ 'に ■ 一 

ISO INSIDE 



* 論 



F ♦ * * * 余' 《 




The citizens of a nation must 
honor the laws of the land. 

Fukuzawa Yukichi 







ズ—: 
' -，， 

\ 




1 


J 

% 




k 




1 


■ ■ 





1 








2m. ^ 



BLANK PAGE 




PROTECTED BY COPYRIGHT 



UDC 651.2 ： 68L31 ： 331.101.1 



8513 



人間工学 一 視覚 表示 装置 を 

用いる オフィス 作業- 
一 視覚 表示 装置の 要求 事項 

JIS Z 851 3 簡 

(2000 «B) 
(2010 MB) 

平成 1 % 6,^0 曰 付け 追 捕 あり 



平成 6 年 12 月 1 曰 制定 

日 本 工業 標準 調査 会 審議 
(3本規格»会 発行〉 



Z 8513-1994 



主務大臣： 通商産業大臣 鲷定 ： 平成 6. 12. 1 

官報 公示： 平成 6.12. 5 

膠 案 作成 協力者： S 本人 M 工学 会 
審讚雜 会： 曰 本 工業 標準 ME 会 基本 部会 （as 会長 栗 田 
この 規格に ついての 逸 又は 質 間 は， 工業技術 R 樣準筋 材料 規格 » ( 暴 100 東京 菊 千代 田 区 11 が M 1 丁目 

3-1) へ it^ して く ださい * 

なお， B 本ェ 3tM 格 は， 工業 標準化 法 第は条 の规定 によって， 少なく とも S 年 を 過す る S までに B 本 Xit 
flUHIBE 会の 審議に 付され， a [やかに， AK, ^又は 廃止され ます， 



日本工業規格 



JIS 



人間工学 一 視覚 表示 装置 を Z 85 1 3-1994 

用いる オフ ィ ス 作業 （ISO 9241-3:1992) 

一 視覚 表示 装置の 要求 事項 

Ergonomics— Office work with visual display terminals (VDTs) 
—Visual display requirements 

日本工業規格と しての まえがき 

この 規格 は， 1992 年 第 1 版 と して 発行 さ れた ISO 9241-3 [Ergonomic requirements for office work with 
visual display terminals (VDTs) —Part 3 ： Visual display requirements] を 翻訳し， 原 国際規格の 様式に よ つて 作 
成した 日 本 工業規格 であ る が， 規定 内容の' 一部 を 我が国の 実情に 即 して 変更 し た。 

なお， この 規格で 側線 又は 下線 （点線） を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格の 規定 内容 を 変更した 事項， 又は 原 
国際規格に はない 事項で ある。 



0. 序文 オフィス 作業 システム における 作業 性 （performance) は， 人々 の 快適 性と 同様に， 視覚 表示 装置 （以下， 
VDT という。） の 画面 上の 情報 表示 方法， 及び 作業場の 視 環境に よって 影響され る。 

個々 の 作業 者の 要求の 満足 度 は， アプリ ケ ーショ ンに 高く 依存す る。 ここに 規定す る 推奨 事項 及び 要求 事項 は， 
ISO 6385 に 規定す る 人間工学の 原則に 基づく。 

1. 適用 範囲 この 规格 は， 単色 及び 多色の VDT の 設計 及び 評価の ための 画質の 要求 事項に ついて 規定す る。 この 要 
求 事項 は， 性能 上の 規定と して 記述され， 評価に ついては 試験 方法 及び 適合 を规定 する。 

この 規格で 推奨す る 事項 は， 欧字 及び アラビア数字に 基づいて いるが， 特に 断りがない 限り， 漢字 及び 仮名に 
も 適用で きる。 

参考 原 国際規格 では， "欧字" を 具体的に" ラテン 文字， キリル文字 及び ギリシャ 系の アルファベット" と 記 
している。 

作業 性 及び 快適さに 影響を及ぼす 他の 要因と して は， 輝度， 明 減 （blinking), 色な どに よる コーディング， 書式 及 
び 情報の 表示の 様式が ある。 これらの 視覚 上の 側面 以外の 項目 は， この 規格で は 扱わない。 

この 規格 は， オフィス 作業用の 電子 式 ディスプレイの 人間工学 上の 設計に 適用す る。 VDT を 用いる オフィス 作業 
と は， データ 入力， 文書 処理 及び 対話 形 問合せの ような 活動 を 含む が， CA.D (コンピュータ 援用 設計)， プロセス 制 
御の よ う な， 他の 特定の アプリ ケ一 ショ ン に対する 推奨 事項 は 含まない。 

そのような アプリケーション t こついての 推奨 事項 は， 別個に 制定す る 計画で ある。 

2. 用語の 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 次のと おりと する。 

2.1 観 視角 （angle of view) 視線と 表示 面との 交点に おいて， 表示 面の 法線と 視線との なす 角。 

2.2 アン ティ エイリアス フォント （ami- aliased font) mijl^J^M i#lt 6 tf_ o X, 文字の 縁 を 滑 ら か に 見 

せる 技法 を 用いた 文字 記号。 
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2.3 文字 間 距離 （between- character spacing) 水平」 «晝 きで は 垂直) に 隣接した 文字の 間の 最も 近い 部分の 距離。 
2.4 行間 距離 （between- line spacing) 垂直 («晝 きで: (さ * 乎) に 隣接した 文字の 間の 最も 近い 部分の 距離。 
2.5 単語 間 距離 （between-word spacing) 隣接した 単語の 間の 最も 近い 部分の 水平距離。 
2.6 明滅 コーディング （blink coding) 画像の 時間 的 輝度 変化に よって 表示され る 情報。 

2.7 文字の 画素 構成 （character format) 単独の 文字 を 形成す るのに 用いられる マ ト リ ックス の 横 及び 縦の 画素の 

数。 

2.8 文字 高 （character height) アクセント 符号が な い 大文字」 1 字; 名-: C: は; 字-を- 辨-璨 t _ る- 11 素 や 適 
f の 上下の ェ ッ ジ 間の 距離。 

I 参考 エッジの 定義 は， 6.6.1 の 備考 10. 参照。 I 

2.9 文字 サイズの 均一 性 （character size uniformity) 画面 上の 異なった 位置に 表示され た 特定の 文字の 大き さ の不 

変性。 

2.10 文字 幅 （character width) 大文字 （いわゆる， セリフ を 除く。） の 最も 幅の広い 部分に おける エッジ 間の 水平 

距離。 

I 参考 セリフと は， 例えば H の 縦の 線の 両端の ように， 文字 を 構成す る 線の 端に 付ける ひげ 状の 飾り。 I 
2.11 文字の 横 一 縦の 比 （character width- to-height ratio) 文字 幅の， 文字 高に 対する 比。 

2.12 設計 視 距離 （design viewing distance) 製造業 者 又は 販売 業者が 指定した， 作業 者の 目と 画面との 間の 距離， 
又は 距離の 範囲であって， 表示 面 上の 画像が， 文字 サイズ， ラスタ 変調 度， 充てん 率， ジ ッタ， フ リツ 力な ど， この 
規格の 要求 事項に 合致す る 距離。 

2.13 ダイ ァ クリティカル マーク （diacritic) —個の 文字に 直接， 又は 文字の 近くに 付けて， この 符号がない 文字と 
は 発音が 異な る こと を 示す 部分 修正 符号。 

参考 例えば， S の C に 付けられる セ ディ ラ （cedilla), fi の n に 付けられる チルド （tilde) など （JIS X 0212 
附属 書 1 表 4 参照）。 

2.14 表示 輝度 （display luminance) 画面から 発光 及び 反射され る 輝度であって， ネガティブ 表示で は 文字 記号の 
輝度に， ポジティブ 表示で は 背景の 輝度に 相当す る もの。 

2.15 充てん 率 （fill factor) 1 個の 画素に 利用で き る 全体の 面積のう ち， 光 を 変調す る ことができ る 部分の 面積の 割 
合。 

I 参考 ブラウン管 （以下， CRT とする。） に は 適用し ない （5.7 参照）。 I 
2.16 表示 極性 （image polarity) 背景の 明るさ と 画像の 明るさ との 関係。 暗い 背景 上の 明るい 画像の 表示 を ネガ 
ティブ 表示， 明るい 背景 上の 暗い 画像の 表示 を ポジティブ 表示と する。 
2,17 視認性 （legibility) 文字 又は 記号の 認識され やす さの 程度。 
2,18 視線 （line of sight) 注視 点と 瞳孔の 中心と を 結ぶ 線。 

2,19 直線 性 （linearity) 行 又は 列が まっすぐに， かつ 連続に 見え るよう な ラスタの 均一 性。 

参考 JIS C 7102 (電子管 用語） の 中の たる 形 ひずみ 及び 糸卷形 ひずみ は， CRT の 場合に 直線 性が 損なわ 

れた 現象 を 指す。 

2.20 輝度 バランス （luminance balance) 表示され た 画像の 輝度の， その 周辺の 輝度， 又は 作業 者が 順次 観察す る 

画像， 原稿， キーボード などの 輝度に 対する 比。 

2.21 輝度 コーディング （luminance coding) 時間に 無関係の （すなわち， 明滅に よらない。）， 画像 上の 輝度の 差異 
だけによ つて 表示され る 情報。 

2.22 輝度 コ ン トラスト （luminance contrast) 見やす さの 大きな 要因で あ り ， 高輝度 （ム. 》 と 低 輝度 （ム） と の 関係 

であって， 次式で 定義す る コントラスト 変調 度 （Gn)， 又は コントラスト 比 （O?) のど ちらかで 表される もの。 
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p __{Lu — Li) 广 p —ん H 
は H+ZJ， し^ 一 

2.23 輝度の 均一 性 （luminance uniformity) 同一の 輝度で あ る こと を 意図した 表示 画面 上の 部 >[5： の 間の 輝度の 一様 
性。 

2.24 直交性 （orthogonality) 行と 列と が 互いに 直角 をな す 幾何学 的な 配置の 度合い。 

参考 平行四辺形 ひずみ 及び JIS C 710 2 の 中の 台形 ひずみ は， CRT の 場合に 直交性が 損なわれた 現象 を 示 
す。 

2.25 mm (pixel) ディスプレイの アドレス 可能な 最小 要素。 多色の ディスプレイ では， すべての 色 を 表現す る こ 
と がで き る ァ ド レ ス 可能な 最小 要素。 

2.26 ラスタ 変調 度 （raster modulation) すべての 画素が 表示され た ときの， 最大 輝度 ス え 上) _ から 最小 輝度 

ズ，; ^—之 間) _ ま での 輝度の 空間 的 変調 度。 

2.27 可読性 （readability) 単語 及び 文章の 識別， 認識 及び 解釈の され やす さの 程度。 
2.28 ジ ッ タ （spatial instability ； jitter) 画像に 意図 しない 空間 的 変動が 知覚され る こ と 。 

2.29 ストローク 幅 （stroke width) 文字 ストロークの エッジから エッジまでの 距離。 2 画素 以上の ストローク では， 
文字 ス ト ロークの 最も 外側の エッジから エッジまでの 幅と する。 

I 参考 ストロークと は， 文字 を 構成す る 線 をい う。 I 
2.30 フ リツ 力 （temporal instability ； flicker) 輝度に 意図 しない 時間 的 変動が 知覚され る こ と 。 

3. 指針と する 原則 オフィス 作業 システム は， VDT を 含む 作業 設備 （work station), 環境， 作業の 構造， 組織 上の 

事柄 及び 社会的 要因から なる 統合 体で ある。 VDT の 特性 は， 個々 の 視覚 上の 要求 事項の 寄せ集め ではなく， 作業 シ 
ス テムの 他の 要素 と 関連 付けて 考えなければ な ら ない。 

設計 要素 は， 多くの場合に， 一方 を 最適 ィ匕 する こと 力な 他方 を 損なうよ うに 相互に 作用し 合う。 例えば， CRT ディ 
ス プレイで は， 文字の 明るさと 鮮鋭 度との 間に ト レー ド オフが ある。 ト レー ド オフ は， バランスよ く 設定す るの がよ 
い。 

I 参考 トレ一 ド オフと は， 競合す る 要因の 間の 折 合い を 取り， 最適 解 を 求める こと をい う。 I 
良い 作業 システム は， 個人の 要望に 合致す る ことが 望ましい。 特定の 状況の もとで は， この こと は， 特別 注文の 設 

計と する か， 又は 適当な 調節 機能 を 備える ことで 達成で きる。 

オフ ィ ス 作業 環境に おける 視 作業の 効率 及び 快適 性 を 考える と， 画質 は， 認知 可能な 下限 を 大幅に 上回る ほうがよ 

い。 この 規格の 推奨 事項 は， この こと を 考慮した ものである。 

4. 性能 上の 要求 事項 この 規格の 目的 は， VDT が 見やす く， 読み取り やすく， 快適に 使える ようにす る 要求 事項と 
適合 性と を 規定す る ことで ある （適合 性に ついては 7. ， 用語の 定義に ついては 2. 参照）。 

5. 設計 上の 要求 事項 及び 推奨 事項 

5.1 設計 視 距離 通常の オフィス 作業で は， 設計 視 距離 は 400 mm 以上で なければ ならない。 ただし， ある 種の ァ 
プリ ケ一シ ヨン （例えば， タッチスクリーンの ソフト キー ラベル） において は， 最小の 設計 視 距離 は， 300 mm まで 
減少して 差し支えない。 

作業 設備の パラメータ は， ISO 924 レ 5 の 主題で ある。 しかし， 作業 設備の 設計 は， ディスプレイが 設計 視 距離 
の 範囲 内で 使用で きる よう にす るの がよ い。 文脈 を 知る ために 多量の 読取りが 必要な 作業で は， 欧字 及び アラビア 数 
字の 文字 高が， 視角に して 20〜22' になる よう な 距離で ディ ス プレイが 使える よう な 作業 設備の 設計に する のがよ レ、。 
図 1 に， 手引と して， 2.0〜5.0 mm の 文字 高に 対する， 文字 高と 視 距離との 関係 を 示す。 
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- も-. お，—」 き 字 逢 1 に _1歐 字 1 ビア. -ラ- -ヒ: Z 魏 字-と J 司 二り 言え 計- 1 ^き丄 えれ- (ま: r よ—^^^ 
参考 視 距離の 要求 事項 （及び この 規格の 他の 要求 事項） は， 欧字 及び アラビア数字に 基づく。 溪字 について 
も， 欧字 及び アラビア数字の 要求 を 基に 規定して いる。 

図 1 設計 視 距離と 文字 高との 間の 関係 




300 400 500 600 700 800 900 1 000 1 100 
視 距離 （mm) 

5.2 視線 角 視線 角が 水平線と 水平線から 60" 下方の 線との 間にある 状態で， 見なければ ならない 範囲が 見える よう 
に， ディスプレイの 位置 決めが できなければ ならない （図 2 参照）。 この 要求 事項 は， 作業 設備 全体に 適用す る。 



図 2 視線 角 



水平線 







視線 角 












5.3 観 視角 ディスプレイ は， 表示 面の どこで 測定しても， ディスプレイの 面に 対する 法線から 40。 以下の 観 視角で 
も 見やす いこと が 望ましい。 そうでない 場合に は， 製造業 者 又は 販壳 業者 は， 観 視角の 制限 値 を 仕様に 明記し， か 
つ， ディスプレイ は， 容易に 見やす い 向きに 配置し 直す ことができなければ ならない （図 3 参照）。 
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図 3 観 視角 

, ず 

/接 X 

\ /線 Z 

m I Z \ ~ r 観 視角 



〉 ま 線 



5.4 文字 高 ほとんどの 作業で は， 20〜22' の 視角に 対応す る 欧字 及び アラビア数字の 文字 高が 望ましい。 最小の 文 
字 高 は， 欧字 及び アラビア数字 では 16'， jg„ 字 _で_ (ま 25' なければ ならない。 

作業 上， 可読性が あまり 重要で ない アプリケーション （例えば， 脚注， 上付き 文字， 下付き 文字） に は， より 小さ 
い 文字 を 使っても よい。 

5.5 ストローク 幅 欧字 及び アラビア数字の ストローク 幅 は， 文字 高の"^ から I の 範囲 内で なければ ならない。 

備考 一般に， ポジティブ 表示に は 広めの ストロークが 好まれ， ネガティブ 表示に は 狭めの ストロークが 好ま 
れる。 

5.6 文字の 横一 縦の 比 欧字 及び アラビア数字に は， 最適の 視認性 及び 可読性の ために は， 0.7 ： 1 〜 0.9 ： 1 の 間 
の 横一 縦の 比 を 推奨す る。 しかし， 他の 事項 （行の 長さ， 欧文 ピッチ 処理， Ji 字ぶ や など） を 考慮しても， この 
比 は 0.5 ： 1 と 1 ： 1 との 間で なければ ならない。 

整 1 (M- 名 や-構 二き 土: 匕 丄 ま-， - - ,8 ： 1 二 1 .2 ： 1 や!！: C: な はれ J ま: な ら な、 レ?? 
5.7 ラスタ 変調 度 及び 充てん 率 

5.7.1 ラスタ 変調 度 r 当たり 30 画素 未満の 画素 密度 （ラスタに 垂直 方向， 設計 視 距離で） を もつ CRT ディスプレイ 
では， すべての 画素が 表示 状態 （"on'state) にある ときに， ラスタ 線に 垂直な 方向の コン ト ラス ト変 調度 は， 単色の 
ディ ス プレイで はに 二 0.4 を， また 多色の ディ ス プレイで はに = 0.7 を 超えて はならない。 

備考 視認 性の 点から， ディスプレイが 単色で も 多色で も， Gn 力 勾. 2 を 超えない ことが 望ましい。 
5.7.2 充てん 率 設計 視 距離で， r 当たり 30 画素 未満の 画素 密度 を もつ CRT 以外の マトリックス ディスプレイ では， 
充てん 率 は， 少なくとも 0.3 はなければ ならない。 

5.8 文字の 画素 構成 数字 及び 大文字 だけの 表示に 使用す る 文字 マトリックス は， 少なくとも 5 画素 X7 画素 （幅 X 

高さ） でなければ な ら ない。 靈字 _秦 里に 使歷す る _ _字_：^ 上 _リ__:ソ_ えろ 丄 も— ま _ な」 丄 i 
文脈 を 知る ために 連続 的な 読み取りが 必要な 作業， 又は 校正の よ う に 個々 の軟字 及び アラビア数字の 可読性が 重要 

な 作業に は， 文字 マトリックスが， 少なくとも 7 画素 X9 画素で なければ ならない。 

ダイ ァク リ ティ カル マーク を 用いる 場合に は， 文字 マ ト リ ックス は， 上方に 少な く と も 2 画素 増やさなければ なら 
ない。 小文字 を 用いる 場合に は， 文字 マト リックス は， 小文字の ディ セン ダ のために， 下方に 少なく とも 2 画素 増や 
さなければ ならない （図 4 参照）。 

I 参考 "g" のように， 欧字の 小文字で ベース ラインから 下方に 突き出した 部分 を， ディ セン ダと 呼ぶ。 I 
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図 4 行間 距離 



ディ セン ダの 一例 



ダイ ァク U X ゴ力」 ヒ y_:7 ク や-二 

(acute) 




より 高密度の 文字 マト リックス に対して， ダイ ァ クリティカル マークに 用いる 画素の 数 は， 印刷用の 通常の デザィ 
ンに 従う とよい。 

下付き 文字 及び 上付き 文字， 並びに 一つの 文字の 位置に 表示す る 分数の 分子 及び 分母に 用いる 場合に は， 文字 マ ト 
リックス は， 少なくとも 4 画素 X5 画素で なければ ならない。 

また， この 文字 マト リ ックス は， 作業 者の 業務に 関係し ない 英数字の 情報 （版権 情報な ど） にも 使用して 差し支え 
ない。 

ドッ トマ トリ ックス 以外の 技法で は， 同等の 文字の 形状が 表示 されれば よい。 
5.9 文字 サイズの 均一 性 特定の 文字 フォントの 特定の 文字の 高さ 及び 幅 は， それが ディスプレイ 画面 上の どこに 
表示され るかに かかわらず， その 文字 高 （6.6.1 参照） の ±5 % を 超えて 変動して はならない。 

5.10 文字 間 距離 セリ フ （ 2 .10 の 参考 参照。） がない 文字 フォン ト では， 文字 間 距離 は， 少なく と も 1 ス ト ローク 幅 

又は 1 画素なければ ならない （図 5 参照）。 セリフが ある 文字で は， 文字 間 距離 は， 隣接す る 文字の セリフの 間に 少な 
くと も 1 画素 あけなければ ならない。 

図 5 文字 間 距離 




5.11 単語 間 距離 欧文で は， 単語の 間 は， 少なくとも 1 文字 幅 （欧文 ピッチ 処理で は 大文字の" N") あけなければ な 
ら ない。 

5.12 行間 距離 文書の 行間 距離 は， 少なくとも 1 画素なければ ならない。 この 領域 は， 文字の 一部 又は ダイ ァクリ 
ティ カル マーク を 含まない ほうがよ いが， 下線 は 含んでも よい （図 4 参照）。 
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5.13 直線 性 次の 二つの 条件 を 満たさなければ ならない。 

(a) 異なった 行 又は 列に 対して は， 長さの 差 は， その 行 又は 列の 長さの 2 % を 超えて はならない。 

(b) 1 個の 記号の 位置の， すぐ 上 又は 下の 記号の 位置に 対する 水平 方向の 変位 は， 文字 幅の 5 % を 超えて はなら な 
レ、。 1 個の 記号の 位置の， すぐ 右 又は 左の 記号の 位置に 対する 垂直 方向の 変位 は， 文字 高の 5% を 超えて はな 
ら ない （図 6 参照）。 

図 6 直線 性 




5.14 直交性 ディスプレイの 有効 画面 （addressable area) は， 長方形で なければ ならず， かつ， 次の 条件 を 満たさ 
なければ ならない （図 7 参照）。 

(a) 水平 方向の エッジの 間の 長さの 差 I 一 H2 I の， それらの 平均の 長さ 0.5 に対する 比が， 0.02 を 超 
えて はならない。 

(b) 垂直 方向の エッジの 間の 長さの 差 I T/i— 卩2 I の， それらの 平均の 長さ 0.5 1/2) に対する 比が， 0.02 を 超 
えて はならない。 

(c) 対角線の 間の 長さの 差 I A — A I の， それらの 平均の 長さ 0.5 (A+A) に対する 比 力、 短 辺の エッジ （例え 
ば， 向きに よって 垂直 又は 水平） の 平均の 長さの， 長辺の エッジ （例えば， 水平 又は 垂直） の 平均の 長さに 対 

する 比の 0.04 倍 を 超えて はならない。 
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図 7 直交性 




水平 方向： o'/^kSJ^) ま 02 

垂直 方向： oM^K^ir ま 02 ' 

対角 方向 ： 。.15ラ^51ド 。'。4>< ;:"(ぉま)) 
5.15 表示 輝度 良好な 視認性 を 確保す るた めに， ディスプレイ は， 35 cd/m 2 以上の 表示 輝度， 

まも 身 ま 輝まん も) にき- レ，— 1 土 1-0。' 8 „ 2 丕ん D_:。: 39 ズ^ 5 . 7 . 2 の规 

定が 適用され る ディ ス プレイで は,， ピーク 輝度で この 要求 事項 を 満たさなければ ならない。 輝度 コ一 ディ ングを 行う 

場合に は， ^レ：^；5^^_ョニ？：丄ヒ《]^左歴に：？ヒ：^1)ぷゃ遷*¥直き^§/^-き-5^は^^ぇ5^らタと^1 

備考 作業 者 は， もっと 高い 表示 輝度 （例えば， 100 cd/m 2 ) を 好む 傾向が あり， 特に 周囲の 照度が 高い 場合 
に， その 傾向が 著しい。 

参考 5.7.2 の 規定が 適用され る ディスプレイと は， 設計 視 距離で r 当たり 30 画素 未満の 画素 密度 を もつ 
CRT 以外の マト リ ックス ディスプレイ をい う。 
5,16 輝度 コントラスト 視認 性に 関係が 深い， 文字の 細部 （文字 内 及び 文字 間） の 輝度 コントラスト は， 次の 値以 
上で なければ ならない。 

コントラスト 変調 度に 二 0.5 すなわち， コントラスト 比 Ci?=3 ： 1 

I Xii, n_> J:. 7 _ ろ h A 匕 cji— - A 土 ； 1:0。:82_>< —ふに。' 3 9 _{Eg)_ ： 1 I 
5.17 輝度 バランス 画面， 文書な どに， 次々 と 頻繁に 視線 を 向けて 注目す る 作業領域の 間の]^ ナ孪 菌 猜 度 (# 

考 2 _.0 ま 参 の 比率 は， 10 ： 1 よりも 小さい 方が よい。 二:?，？^ 作 星 丄 Ml き-！^ 1 は:^々 上る 上き ，ゥ 視野で は， 注目し 
ている 作業領域の 璞雨ネ き 輝-度と， その 周辺 [例えば， ディスプレイ のきよう （筐) 体， 部屋の 壁な ど] の j^-i^ 兩 
— ft 乎 さ l¥Jt との 比率 は， もっと 大きくても 視 作業に 悪 影響を及ぼさない であろう。 しかし， その 比率が]. 00 ： 1 にもな 
ると， わずかで は ある 力 《 ， はっきりした 作業 性の 低下が 生じる と 思われる。 
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5.18 グ レア グ レア は 避けた 方が よい。 グ レア を 減らす， 又は コントラスト を 高める， 何ら かの 付加 的 手段が 講 
じられ たと しても， 5.15 及び 5.16 の 要求 事項に 違反す る 結果 を 引き起こして はならない。 ISO 9241- 7 が， ：^' レア 

要求 事項 を 詳細に 规定 する ことにな つてい る。 
5.19 表示 極性 この 規格の 要求 事項に 合致して いる 限り， ポジティブ 表示と ネガティブ 表示との どちらも 受容 さ 
れる。 

表示 極性に 対する 好み は， 人 それぞれ である。 表示 極性が， 切り替えられる ディスプレイ では， それぞれの 表示 極 
性に ついて， この 規格の 要求 事項に 合致して いなければ ならない。 
それぞれの 表示 極性に は， 次に 例示す るよ う な 利点が ある。 

(a) ポジティブ 表示で は， 鏡面 反射が 目ざわり になり にくく， エッジが くっきり 見え， 良好な 輝度 バランスが 得 や 
すい。 

(b) ネガティブ 表示で は， フ リツ 力が 目立ちに くく， 一部の 低 視力 者に とって は視認 性が 優り， 文字の 大きさが 実 
際よりも 大きく 見える ことがある。 

5.20 輝度の 均一 性 輝度の 均一 性 を 確保す るた めに， 画面の どの 部分で も 広域 面積 平均 輝度の 変動 は， 画面の 中 
心の 輝度と 比べ， 1.7:1 を 超えて はならない。 

文字の 要素 （ドッ ト 又は ス ト ローク） の ピーク 輝度の 変動 は， 1 個の 文字の 中で 1.5 ： 1 を 超えて はならない。 

備考 文字 内 輝度の 均一 性の 要求 事項 は， アンチ エイリアス フォント 又は 多色 ディスプレイに は 適用し ない。 
5.21 輝度 コーディング 輝度 だけで コーディング する 場合の 各階 調 は， 互いに 1.5 ： 1 以上の 輝度の 比率で なけれ 
ばなら ない。 

5.22 明滅 コーディング 注意 を 喚起す る だけの ために 明滅 コーディング を 用いる 場合に は， デュー ティ サイクル 
50 % で， 1〜5 Hz の 単一 明滅 周波数 を 推奨す る。 明 減して いる 間 も 可読性が 要求され る 場合に は， デュー ティ サイ 
クル 7 % で， +〜 1 Hz の 単一 明滅 周波数 を 推奨す る。 カーソル は， 明滅し ないよう にも T き!) こ が 望ましい。 
5.23 フ リ ッカ ：f: 丄不 _7。- 匕 ゴ_ の 画像 は， 利用者 全体の 90 % 以上の 人た ちに はフ リ ッ 力が 知覚され ない よ う でな け 
れ ばなら ない。 

備考 フ リツ 力 を 予測 及び 測定す る 方法 は， 現在 まだ 検討 中で ある。 附属 書 A 及び B に， それらの: lij; 寒 を 示す。 
最終的な 方法が 開発 さ れ たら， こ の 規格の 追 補 として 規定され る ことにな ろう。 
5.24 ジッタ r 丄 xr ヒィの 画像 は， 安定して 見えなければ ならない。 これ は， 0. 5 〜 3 Hz の 周波数の 範囲で， 
Mi. 專 ，ゥ -ft 六 変動 幅が， 設計 視 距離の 1 mm 当たり 0.0002 mm を 超えない ようにす る ことで 達成され る。 
5.25 表示 色 多色- テ: 丄ろ 匕：！ の 画像 は， この 規格の 該当する 要求 事項に 従わなければ ならない。 しかし， 表示 
色の 取极 いは 非常に 複雑な ので， ISO 9241- 8 で 表示 色に ついて 取り扱う。 

6. 測定の 条件 及び 方法 
6.1 測定 条件 

6.1.1 供 試 装置 試験す る ディスプレイ 装置に は， —寒. 物 ま 用意し なければ ならない。 ディスプレイ 装置 は， 定めら 
れた 測定 方向に 向けなければ ならない。 試」 こ ，先 ち „， 少なくとも 2 分 間 は 余熱し なければ ならない。 入力 電圧， 電 
流な ど は 定格 条件で なければ ならない。 電源 投入 後， 組み込まれた 手動の 消磁 装置 は， すべて 稼動し なければ ならな 
レ、。 
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6.1.2 照明 条件 （参考 参照） ディスプレイ 力、、， この 規格の 要求 事項に 合致して いる こと を 決定す るた めに は， 暗室 
条件で 測定した 発光 輝度に， 計算で 求めた 反射 輝度 を 算術 的に 加算し なければ ならない。 

発光 形 ディスプレイ では， 光学 的 測定 は， 暗室 条件で 行う。 明 室で 測定した 場合に は， 暗室 条件に 換算し なければ 
ならない。 

もし， 輝度 測定に 暗室 条件が 得られない ときには， 次に 示す 手順で， 明 室 条件の 等価 測定で 代替す る。 

(a) ディ ス プレイ 画面の 拡散 反射率 を， 拔 散光 （鏡面 反射 は 除く。） 又は 45° の 入射 光 を 用いて 測定す る。 

(b) 想定した 周囲 照明 下での ディ ス プレイ 画面の 反射 輝度 を 計算す る。 

(c) 明 室 条件で ディ ス プレイ 画面の 実際の 反射 輝度 を 測定す る。 

(d) 以降の すべての 測定に ついて， 測定した 反射 輝度 を， 計算で 求めた 反射 輝度に 修正す る。 

この 規格が 要求す る その他の 測定 は， 最初の 測定 （明 室 条件） で 用いた 照度で 行われなければ ならない。 

測定に 必要な 光 は， 試験 設備で 与える か， 又は 多重 反射 面 を もつ 厚い 半透明の 材料 ぼ: 丄ろ _ ？: ヒィ. や _秦 ^厘) j こ 対 
して 使う ことに 適した 標準 反射率 測定装置から 与えなければ ならない。 

入射 光 は， 拡散 光 又は 45° 入射 光 を 用いなければ ならない。 反射 輝度 レベル は， ディスプレイの 中心での 測定値が， 
( 2 50 + 250cosA) Ix であると した 周囲 光に おける 値に， 換算し なければ ならない。 ここに， A は， ディスプレイ 画面 
の 中心の 接 平面と， 水平面との なす 角度で ある。 

非 発光 ディスプレイ では， 周囲 照明 は， 拡散 光 （推奨） 又は 45° 入射 光で なければ ならない。 反射 輝度 35 cd/m 2 が 得 
られる 照度 を 算出し， 適合 証明書に 記載し なければ ならない。 

6.2 測 光に 関する 要求 事項 （f 考参, 照、.） 輝度 計 （又は 同等の 測定器） と は， 限定され た 測定 視野， 及び 限定され た 
時間に わたって， 輝度 を 積分す る ものである。 輝度 計 は， その 測定が ほとんどの ディスプレイが 発生して いる パルス 
的な 発光に 影響され ないように， 十分 長い 積分 時 定数 を もつ もので なければ ならない。 輝度 計の 測定 視野 は， その 測 
定に 適した もので なければ ならない。 輝度 計 は， 正確に 配置し なければ ならない。 輝度 は， ディスプレイ 画面 中心で 
の 法線に 光軸 合わせ し た 輝度 計で 測定 し な ければ なら ない。 

照度計 及び 輝度 計の， 性能 及び 特性に ついては， CIE Publication 69 を 参照。 
6.2.1 顕微 測 光 的な 輝度 測定 

6.2.1.1 輝度 計に ついての 要求 事項 輝度 計の 測定 視野の 有効 幅 は， 連続 又は 不連続の 輝度 分布 を もつ， いずれの 
画素に ついても， 画素 幅の + 以下で ある こと 力、 、望ましい。 

連続 輝度 分布の 画素に ついては， ス リツ ト アパーチャ 又は スポッ ト アパーチャの 測定 視野 を 使用して よい。 スポッ 
ト アパーチャ を 使用した 場合に は， 測 光 光路 は， 測定 画素 又は 画素 群の 中心 を 通らなければ な ら ない。 
5.7.2 の 规定を 適用で きる ディ ス プレイに ついては， スポッ ト アパーチャ を 用いなければ ならない。 
不連続な 輝度 分布 （特に 多色の シャ ドウ マスク CRT) の 画素に ついては， ス リ ッ ト アパーチャの ある 輝度 計 か， 又 
は 同等の 測定器 を 用いなければ ならない。 スリットの 長さ は， 単一 画素の 寸法の 4 倍 以上で なければ ならない。 ス 
リット は， 測定す る 特定 パターンの 長軸に 平行で なければ ならない。 

特別な ディ ス プレイ 測定器 を 用いても よい。 それらの 装置 を 用いた 測定 は， 輝度 計に 対して 規定した 測定と 同等に 
行わなければ ならない。 

6.2.1.2 輝度 プロ ファイル 規定され た 特定 パターン， 文字， 文字 群 又は 同等の 試験 対象の 輝度 プロ ファイル （位 
置と 輝度との 関係） を 得る ために は， 測定す る 特定 パターンの 長軸に 直角 方向に， 測定 視野 を 走査し なければ ならな 
い （図 8 〜： 10 及び 図 12 〜： 16 参照）。 
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図 8 輝度 プロ ファイルの 測定 及び 再構成 

多色 シャドウ マスク CRT 



単色 CRT 混合 色 単色 単色 

輝線 （白で 表示） （緑で 表示） （緑で 表示) 




輝度 計 測定 経路に 沿った 距離 



輝度 プロ ファイル は， 連続で なければ ならない。 不連続 輝度 分布の 画素に ついては， 次の いずれ かによ つて， 再 構 
成しなければ ならない。 

(a) 輝度 プロ ファイル を 描き， 単色 蛍光 ドットの ピーク 輝度 を 直線で 結ぶ （図 8 参照)。 

(b) 輝度 プロ ファイルの ピークに 対して 数学的に ロー パス （スム 一 ジン グ） アル ゴリ ズムを 適用す る。 

備考 測定 ピークに， ガウス 分布 を 当てはめる 数学的 手順 は， 十分 注意して 使う こと 力、' 望ましい。 この 规 格で 
要求す る 測定の ほとんど は， 1 画素 幅以 ヒの パターンの 測定 を 必要と している。 そのよ う な パターン は， 
ディスプレイ 装置 上で 適切に 分解され ていれば， 輝度 プロ ファイル は， ガウス 分布に ならない。 
測定した 輝度 プロ ファイルに， 次の 修正 （シャ ドウ マスクと 輝度 計との アパーチャ 効果に 対して） を 力!] える。 

さらに， 反射 輝度 を 加える。 

LtoT ： な OR 十 ム REF 

ここに， ム— P: 測定に 用いる 色の 全 画素 を" on" 状態に したと きの， 輝度 プロ ファイル 

の 平均 ピーク 輝度。 プロ ファイル は， — な■：^Lylt方向に測定する。 

Li^M ： 測定され た 輝度 プロ ファイル （測定に 用いた 色で） 

"一" 白色での 面積 平均 輝度， 又は 表示 輝度 （6.3 参照） の 設定に 使用した 色 

での 面積 平均 輝度 
Irhf ： 反射 輝度 （6.1 参照） 

Ltot ： 合計 輝度 （特定 点に おける 修正 輝度と 反射 輝度との 和） 
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図 9 多色 シャドウ マスク CRT の 輝度 値 



"白" ム 1 



"緑" 



I II III I ns 

III I M 1 : 

III I I 'iSS^ 




Q O • 



• O O 暴 





備考 垂直 ピ一ク 輝度と 水平 ピーク 輝度と は 等しくない。 

2. 輝度 値 は， 測定 輝度 プロ フ アイ ルを 測定 表示 輝度に 合わせて 補正す るのに 使用す る。 
それぞれの 測定 位置に おける 輝度 プロ フ アイ ルを 確定す るた めに， 次の 手順 を 用いて 暗室で 行う のがよ い。 
(C) 測定 位置に おいて， その 領域の 画素 を， 表示 輝度 を 測定す るのに 用いる 論理 状態に セットす る （6.3 参照）。 

(d) 面積 平均 輝度 丄 W— A を 測定す る。 

(e) 単色 （例えば， 緑） を 測定に 用いる ときには， 画素 を その 色に 変える。 スリット アパーチャで， 測定に 必要な 
方向に 輝度 プロ ファイル を 測定す る。 プロ ファイルから， 平均 ピーク 輝度 ム— P を 決定す る。 

m 同一の 単色の まま， 所定の 文字， 試験 対象 又は 画素 パターンに 変える。 輝度 プロ ファ イノ レム- M を 決定す る。 

( g ) 修正 輝度 LCOI^ 及び 合計 輝度 丄 TOT を 計算す る。 

図 10 測定 輝度， 修正 輝度 及び 合計 輝度の 輝度 プロ ファイル 

1. 測定 輝度 （暗室 条件） 2. 輝度 プロ ファイル 



連続 輝度 分布 
(例えば 単色 
CRT) 



( 周 囲 照 明に よる 反 射 輝度 を 含む） 




-M 令 



連続 輝度 分布 



不連続 輝 浸 分布 



十ん RKF ニム TOT 



不連続 輝度 分布 

(例えば 多色 
シャドウ マスク 

CRT) 



1. 測定 輝度 （暗室 条件） 



2. 修正 輝度 （測定 さ 
れた 面積 平均 輝度と 
平均 ピーク 輝度と を 
用いて 計算す る） 



輝度 プロ ファイル 
(周囲 照明 による 反射 輝度 を 含む ） 

+ ム RF:1'、 = ム T 




6.2.1.3 統計的 解析 多色 シャドウ マスク CRT において， 測定 輝度 プロ ファイル は， マスク ピッチに 対する 電子 
ビームの 位相 及び サイズ を 含む 多く の 要素に 依存す る。 各 測定 結果の 間に は 無視で きない 変動が あると 考えられる。 
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それゆえ， 一回の 測定 結果 は 確率論 的で あるので， 解釈に は 統計的 解析が 必要で ある。 報告 値 は， 規定され た 測定 
位置の 近くの， 異なる 位置での 4 回 以上の 測定の 平均値で なければ ならない。 多色 シャ ドウ マスク CRT について は， 
要求 値の ±10 % 以内の 報告 値 は， 合格と しなければ ならない。 

6.2.1.4 試験 対象 測定 は， 特別の 試験 対象， 文字 又は 測定 事項で 決められた 他の パターン を 用いて よい （図 12， 
図 13 及び 図 15 を 例と して 参照）。 試験 対象 を 使用す る 場合に は， 試験 対象 は， 次の 特性 を もたなければ ならない。 

(a) 試験 対象 は， 平 fi^ な， 垂直 画素 線 又は 水平 画素 線から なること。 

(b) 各 画素 線 は， 輝度 計の スリット アパーチャより 10 % 以上 長い こと。 

(c) 線の 各 画素 は， 同一の 論理 状態に ある こと。 

(d) 試験 対象の 画素 線の 配列 は， 測定 文字 （M， H， e， m) などの， 測定す る 部分の 画素の 配列と， 同一 の 論理 状 
態で なければ ならない。 

例 試験 対象 は， 輝度 コン ト ラス トの 測定に 用いても よい。 一つの 測定 を 小文字の" e" (図 16 参照） で 規定す 
る。 垂直の 測定 径路が 内部 ループ を 通過して いくと， 1 画素が" on", 次の 画素が" off', そして， その 次の 
画素が" on" である ことが 分かる。 したがって， 同等の 試験 対象 は， 3 本の 水平線で， "cm- off- on" パター 
ン からなる。 パターン は， 測定す るのに 便利な ように 繰り返しても よい （"on- off- on- off- on …… ）。 

備考 文字 サイズ 及び 文字 間 距離の 決定の ための 試験 対象 は， 画素の ブロックで よく， 内部の 画素が どの 状態 
にあっても よい。 

参考 "on" と は， ネ ガテ ィ ブ 表示で は "明"， ポジ テ ィ ブ 表示で は "暗" となる 表示 状態 をい う。 "off' と は， 
ネ ガテ ィ ブ 表示で は "暗"， ポジ テ ィ ブ 表示で は "明" となる 表示 状態 をい う。 

6.2.2 表示 輝度 測定 (園 猜モ 度の 測定) 輝度 計 又は 特別な ディスプレイ 測定器の 有効な 測定 視野 径は， 文字 幅 

の約+ であ る こと が 望 ましい。 

6.2.3 広域 面積 平均 輝度の 測定 輝度 計の 有効な 測定 視野 は， 表示 面の 有効 画面の 約 1 % 以上 を 包含で きる ことが 

望ましい。 

6.3 表示 輝度の 設定 この 規格に 规定 する すべての 測定， 試験 及び 計算に は， _M 逢 室 _ め 合 き， 単一の 表示 
輝度 及び 色の 設定 を 用いなければ ならない。 システムが 輝度 を 選択す る ディ ス プレイ 装置で は， 既定値 を 用いな けれ 
ばなら ない。 オペ レ一タ が 選択で きる 輝度 設定 を もつ ディスプレイ 装置で は， 35 cd/m 2 以上に 設定し なければ なら 
ない。 測定に ついては， 6.2.2 及び 6.6.8 を 参照せ よ。 

備考 最小の 試験 輝度 は 35 cd/m 2 であるが， 最大値 は 規定して いない。 実際の 使用に おける 現実的な 設定 を 用 
いる ことが 望ましい。 

参考 別途 定める 場合と は， シャ ドウ マスク CRT において， 白色 及び 他の 単色での 測定 を 行う ことがある こ 
と （6.2.1，2) をい う。 

6.4 測定 位置 5 か 所の 標準 測定 位置 を 規定す る （図' 11 参照）。 その 位置 は， 次のと おりと する。 

(a) 中心 [有効 画面 （addressable area) の 2 本の 対角線の 交点] 

(b) 有効 画面の 対角線 上で， 各 隅から 対角線 長の 10 % の 位置 

備考 画面 上の すべての 位置に 適用され る この 規格の 要求 事項， 及び 5 か 所の 標準 位置のう ちの 最悪 値 及び 規定 
した 要求 事項に ついては， スクリーンの 中心 及び 最悪 箇所の 数値 を 報告す る 必要が ある。 
6.5 画面 上の 距離 画面 上の 距離 は， すべての 測定に おいて， 画面 中心の 接 平面に 平行に 測定し なければ ならな 
レ、。 



14 

： 8513-1994 (ISO 9241 -3 ： 1992) 



文字と 背景 どの 
50% 輝度 差 



図 11 標準 測定 位置 




6.6 特定 項目の 測定 

6.6.1 文字 サイズ ある 特定の 文字 フォントの 文字— 及び 文字 幅 は， アクセント 符号 力 《付いていない 大文字の 対応 
する 平行 エッジ 間の 距離で ある （図 12 参照）。 この 規格で は， 文字 高 及び 文字 幅 を 規定す るのに， 大文字" M" を 使用 
する こと を 推奨す る。 しかし， 大文字" M" は， 文字 高の 測定に 不適切な ことがある。 したがって， それぞれの 測定 
方向で 大文字" M" と 同一の 画素 数と なる 試験 対象 （6. 2 .1.4 参照） を， 文字 高 及び 文字 幅の 測定に 使用しても よい。 
文字 高 及び 文字 幅 は， 6.4 で规定 する 5 か 所の 測定 位置に 表示され た" M" という 文字の 平均 寸法， 又は それと 同等の 
試験 対象の 平均 寸法と する。 

漢字 及び 仮名で は， "森" を 文字 サイ ズ规定 文字と し， その 構成 画素 すべてが" on" の 状態の 試験 対象で 測定す 
るの がよ い。 

備考 文字の エッジ は， 文字と 背景との 輝度 差の 50 % 点までの 広がりと して 定義す る。 この 50 % 点 は， 
6.2.1 に 従って 測定 し た 輝度 プロ フ アイ ルか ら 決定す る 。 

図 12 文字 高 及び 文字 幅 

文字 サイズ は 大文字" M" 文字 サイズ は， 同じ^ 示 極性の 
で 定める。 同等の 試験 対象で 測定しても よい。 




文字 高 



iiiiiitiiii 




H 
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6.6.2 文字の 横一 縦の 比 ある 特定の 文字 フォントの 横一 縦の 比 は， 6.6.1 に 従って 測定した 文字 （軟 字で は， ァク 
セ ン ト 符号の 付い ていな い 大文字 "M"， J 募 名で j ま"^，，） の 文字 幅の， 文字 高に 対す る 比で あ る 。 
6.6.3 文字の ストローク 幅 文字 集合の ストローク 幅 は， 文字 を 表現す るた めに 用いる ストロークと， 背景との 
50 % 輝度 差 等高線の 間の 距離で ある。 この 50 % 輝度 差 等高線 は， 6.2.1 に 従って 測定した 輝度 プロ ファイル によつ 
て 決定す る。 この 距離 は， 垂直 ストローク 幅 を 決定す る ときには， 水平 方向に 画素 又は 画素 群の 中心 を 通る ように 測 
定し， 水平 ス ト ローク 幅 を 決定す る ときには， 垂直 方向に 画素 又は 画素 群の 中心 を 通る よう に 測定し なければ ならな 
い。 セリフ は， これらの 測定に は 含めて はならない。 文字 集合の ストローク 幅 は， 6.4 に 規定す る 5 か 所の 測定 位置 
で 測定した ス ト 口一 ク 幅の 平均値で ある。 大文字" M" を， 垂直の ス ト 口一 ク幅を 定める のに 使用し なければ ならな 
い。 大文字" H" を， 水平の ストローク 幅 を 定める のに 使用し なければ ならない （図 13 参照）。 



図 13 ストローク 幅 




水平の ストローク 幅 
は 大文字" H" で 定める C 
(ネガティブ 表示） 



スト 口一 ク幅 は， 同じ 表示 極性の 
同等の 試験 対象で 測定 しても よ、 




き/ タ m 論 她 







文字と 背景との 

50% 輝度 差 









'ii^js: タ 《タ js:i^ タ jffg" タ jg: /^タ 《タ jg: タ je:0:ffiir4ff:4srjffjff:4g» 



垂直 ストローク 幅 

*) 誤った 測定 例 

6.6.4 ラスタ 変調 度 ラスタ 変調 度 は， 全 画素 を 発光 させた 状態で， 隣接す る 走査線 を 垂直 方向に 通過す る 線に 沿 
い， 6.2.1 に 従って， 輝度 プロ ファイル を 得る ことで 測定し なければ ならない （図 14 参照）。 この ラスタ 変調 度 は， プ 
口 ファイルの 最大値の 平均と 最小値の 平均との 間の 変調 度で ある。 多色 ディ ス プレイの 場合に は， プロ ファイルに は 
9 本 以上の 走査線 を 含む ことが 望ま しい。 

6.6.5 充てん 率 及び ピーク 表示 輝度 充てん 率 は， 画素の 高さに その 幅 を 掛けてから， それ を その 画素に 割り当て 
られた 面積で 割って 算出し なければ ならない。 画素 サイ ズは， 6.2.1 に 従って 得た 輝度 プロ ファイル を 基に して 画素 
とその 背景との 50 % 輝度 差 等高線と によって 決定し なければ ならない。 ピーク 表示 輝度 は， 充てん 率 を 決める のに 
使用した プロ ファイルの ピーク 輝度で， 測定し なければ ならない。 

図 14 ラスタ 変調 （均一 ラスタ） 



水平 スト 口— ク幅 
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6.6.6 文字 サイズの 均一 性 文字 サイズ は， 少なくとも 6.4 に 規定す る 5 か 所の 測定 位置に おいて， 6.6.1 に 従って 高 
さ 及び 幅 を 測定し なければ ならない。 

6.6.7 文字 間 距離 文字 間 距離 は， 水平に ズ »晝1で( ま-蒸 接した 文字の 間の， 最も 近い 部分の 距離で ある。 文 

字 間 距 離 は ， 水平 ズ權 » き_で f ま に 隣接す る 文字の 間 の 画素 の 数 か ら 決定 しなければ ならない。 

6.6.8 表示 輝度 表示 輝度 は， ある 文字 位置の すべての 画素が， 6,3 で 規定す る 状態に あるときに， その 文字 位置の 
積分 輝度と して， 測定し なければ ならない。 輝度 計 は， 6.2 及び 6.2.2 の 要求 事項に 合致し なければ ならない。 

参考 文字 位置の すべての 画素と は， 画面に 文字 を 表示した 場合に， その 文字 を 構成す る 画素 マト リック 

スが 占有す る 画面 上の 領域の 画素の 全体 をい う。 例えば， 文字の 画素 構成が 7X9 の マトリックスの 

場合に は， 7X9 の マト リ ックス の 画素の すべて （63 画素) をい う。 
6,6.9 輝度の 均一 性 

6.6.9.1 広域 面積 平均 輝度 広域 面積 平均 輝度の 均一 性 測定に は， 表示 スクリーン 全体 を， 6,3 で 規定す る 状態に 設 
定 した 画素で 充てん しなければ ならない。 広域 面積 平均 輝度 は， 6.2 及び 6.2.3 の 要求 事項に 合致す る 輝度 計 を 使って 
測定し なければ ならない。 

6.6.9.2 文字 エレメントの 均一 性 文字 エレメントの 均一 性 は， 大文字" H" 又は それと 同等の 試験 対象の 水平 スト 

ローク 及び 垂直 ス ト ロークの 輝度 均一 性と して 測定し なければ ならない。 輝度 均一 性 は， ス ト ロークの 輝度 プロ ファ 
ィル によって 決定し なければ ならない （図 15 参照）。 

6.6,9.3 輝度 バランス 輝度 バランス 測定で は， 画面 を 大文字" M" と "間隔 （space)" と を 交互に 繰り返して 埋める 
ことが 望ましい。 

6.6.10 単語 間 距離 単語 間 距離 は， 隣接した 単語の 間の 最も 近い 部分の 水平距離 である。 単語 間 距離 は， 隣接す 
る 単語の 間の 画素の 数から 決定され なければ な ら ない。 
セ リ フカ、' 使われて いても， 単語 間 距離 を 決定す るのに セリフ を 含めて はならない。 

図 15 文字 内の 輝度 均一 性 

大文字" H " で 規定 それと 同等の 試験 対象 




000000000 




6.6.1 I 行間 距離 行間 距離 は， 垂直 方向 ズ權晝 き 水 _¥丄 に 隣接した 文字の 間の 最も 近い 部分の 距離で ある。 行 

間 距離 は， 垂直 方向 ズ«» き _ で! まフ: に 隣接す る 文字の 間の 画素の 数から 決定し なければ ならな い。 

6.6.12 直線 性 直線 性 は， 遊 動 顕微鏡 又は それと 同等の 測定器 具 を 使って 決定し なければ ならない。 顕微鏡の 移 
動軸 は， 測定す る 行 又は 列の 軸に ほぼ 平行と しなければ ならない。 文字 位置 は， 瞵 接する 同一 文字の 同じ 部分 を 比較 
する ことによって 決定し なければ ならない。 

6,6.13 輝度 コントラスト 輝度 コントラストの 測定に は， 分離して 見える 画像 細部の コントラスト を 使用し なけ 
れ ばなら ない。 2 個の 文字 （又は それと 同等の 試験 対象） を 使用し， その 各々 を 6.4 で规定 する 5 か 所の 測定 位置で 測 
定 しなければ ならない （図 16 参照）。 この 2 ィ 固の 文字と は， 小文字の" e" (垂直 方向の 輝度 コン ト ラス ト 測定 用） 及び 
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"m，， (水平 方向の ま; F 度コン ト ラスト 測定 用） である。 文字 (又は 同じ 画素 パターン を も つ 試験 対象) の 細部の コン ト ラ 
スト を 測定 するとき の， 輝度 計の 移動 経路 を 図 16 に 示す。 コントラスト 変調 度 は， 6.2,1 に 従い， 指定され た 経路に 
沿つ て 輝度 プロ フ アイ ルを 得る ことによ つて 測定し なければ な ら ない。 コントラスト ^調度 は， こ の プロ フ アイ ルの 
最大値 及 び 最小値 か ら 求め る 。 

6.6.14 ジッタ 画素が 連続 輝度 分布 だけの ディスプレイに ついては， ジッタ の 測定に は， 儘 寧 20 倍 以上の 測定 用 

顕微鏡 を 使っても よい。 その 動き は 1 時間 中， 顕微鏡 カーソル 又は コンパレータ 焦点 板 を， 文字 又は 試験 対象の 
重心 又は エツ ジの 振れの 両端 方向に 合わせて 測定す る。 

どの 形式の ディスプレイ にも， 特別な ディスプレイ 測定器 を 使用して よい。 この 測定器 は， 走查 ごとに， 文字 又は 
試験 対象の 相対 位置 を 測定で きなければ ならない。 動き を 水平 軸 及び 垂直 軸に 沿って だけ 測定す る 装置 を 使用す る 場 
合に は， ジッタ の 大きさ は， 最大 水平 差 及び 最大 垂直 差の 二乗 和の 平方根と しなければ ならない。 

観察 IfjM は， 少なくとも 4 秒 間と しなければ ならない。 走查を サンプリング する 測定装置 は， 少なくとも 4 秒 間の 連 
続 観察に 等しい 走査 回数 を 積算す る も のでなければ な ら ない。 

図 16 文字 内 及び 文字 間の 輝度 コントラスト 









文字 内 



文字 内 文' 
6.6.15 フ リツ 力 フ リツ 力 を 予測 及び 測定す る 方法 は， 現在 まだ 横,, す 中で ある。 附 U ケ, 》?A 及び 附属 SB に， それら 

の 試案 をポ す。 終 的な 方 y;- か IS 発された ら， こ の 規格の 追 補 と して 規定され る こ と に な ろ う 。 



7. 適合 

( a ) 5. の必す （須) 要求 4^ 項の すべて を 満たす。 

(b) この 規格の 追 補 (addendum) に 規定され た 試験 方法 及び 関係す る必す 要^-：! ふ 項 を 用いて 肯定的な 結果 を 得る。 
備考 1. 試験 方法の 案 t を附厲 に 示す。 この 方法 は， 現在 未^ I」 止の 段 P 皆で あり， * 証 後 追 補 （规定 ） とし 
てお 行す る。 それまで は， （a) による 適合 だけが 有効で ある。 
2. , 式 験 方法 は， CRT 以外の VDT のよ う に 5. を 完全に は 適用で きない VDT の 評価の ための ものである。 
必す （須) 要求' r, な (は， 5. において 文章の 末 j(i が: It? 示 又は 要求 を 表す 語句 （例えば， "しなければ ならない"， "なけれ, 
ばなら ない"） で 表現され ている。 

適合 は， 例えば， 使用す る 文字 集合， 表示 色， ま;^ 置 構成， システム オプション， 橾 作者の 設定な どに ついては 规定 
値 を 用いて 判定し なけれ ( t な ら な レ 、 。 

この 規格への 適合 は， ハ一 ドウ ヱァ， ソフトウェア 及び 作 囊» 備 それぞれの 構成要素に 依存し， これらの 嬰 素の 
個々 の 適合 は 製造業 者 又は 販売 業者が 示さなければ ならない。 

また， 組み合わせて 使用す る 場合の 適合に ついては， 組み合わせて 使用す る 側 カザ 資任を もたなければ ならない。 
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7,2 適合 証明書に は， 少なくとも 次の 情報 を 含まなければ ならない。 

(a) 製造業 者 又は 販売 業者の 詳細 （名称 及び 所在地， 型式 番号な ど） 

(b) 検査に 関連す る 機器の 全 詳細 （設置， 設定 及び 構成 状況， 機器の 特性， 試験 条件 及び 試験 結果） 
(0 使 ffl 条件 

(d) 特殊 要求 事項 

(e) 7.1 (b) の 適合 方法 を 採用す る 場合に は， 被験者の 選定に 用いた 判定 基準 及び それらの 関連 特性の 全 詳細。 
参考 7.2 (b) の 一つの 具体例 を 次に 示す。 

(1) 測定 機器の 名称， 型式 番号 及び 校正 日 

(2) 測定 機器の 測定 条件 

(3) 試験 対象 機器の 名称， 型式 番号 及び 構成 

(4) 使用した ソフト ゥヱァ 及び 表示 条件な どの 試験 条件 

(5) 準拠す る 項目 及 び 試験 結果 
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附属 書 A (参考） スクリーン フ リツ 力 予測の ための 解析 手法 

この 附属 書 は， ある VDT に対して 一定の 割合の 利用者が フ リ ッカを 感じる か 否か を 予測す る 二つの 解析 方法 を 示 
す。 将来， この 規格の 改正の 際に， この 附属 書 を 一つの 方法に まとめる 予定で ある。 

A.1 スクリーン フ リツ 力 予測の ための 解析 方法 

A.1.1 一般 この 方法 は， 設計 中に ディスプレイ を 評価す る 上で も， また， ディスプレイに フ リツ 力 を 生じさせな 
い 蛍光体 及び 表示 周波数 を 選択す る 手段と しても 有益で ある。 フ リ ッカを 生じさせない ディ ス プレイの 適合 試験 方法 
について は, 次の こと を 念頭に 入れて おかなければ ならない。 

(a) この 方法に よって， ある 蛍光体の 残光 特性， 表示 周波数 及び 最大 表示 輝度に 対して， 90% の 利用者が フ リツ 
力 を 感じる か 否か を 予測す る ことができ る。 

(b) この 予測 は， 種々 の 表示 サイズの ポジティブ 表示に 有効で ある （表 A，l 参照）。 この 予測 は， すべての 画素 又は 
走査 鑪が 光って いる" 最悪 (：^ 場合" の 表示 構成に 適用す る。 したがって， この 方法 は， 最も 厳しい 条件 を 想定 
した フリ ッ 力の 試験で ある。 すべての 画素 又は 走査線が 光って いると きに フリ ッカを 生じなければ， 表示 率 
85 % の 文字 表示で もフ リツ 力 は 生じない であろう。 しかし， 全 画素 表示で フ リツ 力 を 生じた としても， 文字 
表示で 必ずしも フ リツ 力 を 生じる と は 限らない。 

以上の 点から， ディ ス プレイが この A.1 の 方法で 不適 合と なった 場合に は， 附属 書 B に 示す フリ ッ 力の 実験的な 評 
価 方法 を 適合 試験 方法と して 用いる のがよ い。 

この 附属 書に 示す 方法の いずれ かによ つて フ リ ッ 力が 起きない ことが 判明した 場合に は， 実験的 フ リ ッカ 評価 を 行 
う 必要 はない。 しかし， このい ずれ かの 方法で フ リツ 力が 起きそう な ことが 予測され る 場合に は， フ リツ 力の 適合 試 
験 方法と して， 附属 書 B に 示す 実験的な スクリーン フ リツ 力 評価 方法 を 使用す る ことが 望ましい。 換言すれば， この 
附属 書の 方法で フ リ ッ 力が 起きない と 決定 されれば， フ リ ッカは 起きない とみな される。 この 附属 書の 方法で フ リ ッ 
力 を 生じる と 判定 されても， 実験的 方法 （附属 書 B) でフ リ ッカを 生じない と 判定 されれば， フ リ ッカを 生じない と 
みなされる。 



表 A.1 表示 サイズ 別の フ リツ 力 パラメータ 



表示 サイ ズ 
(。） 


CFF-m-h n In (Eobs) 


Epred 二な 


m 


n 


a 


b 


10 


14.6 


6.999 


0.127 6 


0.142 4 


30 


13.837 6 


8.31 


0.1919 


0.120 1 


50 


8.31 


9.73 


0.507 6 


0.100 4 


70 


6.783 


10.034 


0.53 


0.099 2 



備考 1. 視角の 度 （りで 表した 表示 サイズ は， 次の 式から 計算す る。 

表示 サイ ズニ 2arctan(|) 
ここに， リ： mm で 表した ディスプレイの 対角 径 

V ： mm で 表した 設計 視 距離 
平均 的な CRT ディスプレイの 表示 径は 250〜375 mm の 範囲で ある。 した 
がって， 平均 的な CRT ディ ス プレイの 表示 サイズ は 視角 28〜41° である。 
2. 表 中の m 及び;? の パラ メ 一 タ値は ， O^F の In (^bs) に 対す る 線形 回帰 か ら 導 



20 

Z 8513-1994 (ISO 9241 -3 ： 1992) 

き 出し， "及びみ の パラメータ 値 は， ]n(£;bs) の CFF に対する 線形 回帰から 
- 導き出した。 理論的には， 線形 回帰 式で 分散の 100 % が 説明で きれば， "及 

びみ は， それぞれな 二 e -加"， みニ丄 となる。 実際に は， 分散の 95〜99 % は 線 
回帰で 説明が ついた。 したがって， 実験値な と e- まとの 間， 及び b と i との 
間に は， それぞれ わずかな 差が 生じて いる。 
A 1.2 スクリーン フ リツ 力 予測の ための 解析 方法 

A.1.2.1 基本原理 この 方法 は， ディスプレイの 輝度の 時間 変化に 関する 基本 正弦波の エネルギー 強度から， 一様 
に 光って いる ディ ス プレイ でフ リ ッ 力が 検 知され るか 否か を 予測す る ことが 可能で ある， という 仮説に 立脚して いる 

[7 ' 9 ， 10' 1 3 ~1 5 ' 1 7 1。 したがって， この 方法の 第一 段階 は， 網膜 照度の 基本 正弦波 成分の 強度 Eobs を 計算す る ことで あ 
る。 次に， この 数字と フ リツ 力 カザ 検 知され る 同様の 強度， すなわち， 予測 フ リツ 力し きい 値 £;^red と を 比較す る。 

^ibs く £m"ed であれば， フ リ ッカは 見えない と 予測す る。 

£;bs^&red であれば， フ リ ッカは 見える と 予測す る。 

A. 1.2.2 平均 成分 VDT の 基本 正弦波の エネルギー 強度 は， 次のようにして 計算で きる。 

(a) スクリーン 輝度 を 網膜 照度の 単位 （トロ ラン ド） に 換算す る。 

(b) cd/m 2 で 表した， 時間に 対する 平均 スクリ 一ン 輝度ム は， 本体の 6.1 及び 6.3 に 従って 測定した 表示 輝度で あ 
る。 ム はスク リーンの 全 輝度で あり， これに は ディ ス プレイの 蛍光体から 放射され る 輝度の ほかに スク リ一ン 
から 反射され る 輝度 も 含まれる。 

(c) ディスプレイの スィッチ を 切り， スクリーンからの 反射 輝度 ム r (cd/m 2 ) を 測定す る。 

(d) 観察者の 瞳孔 面積 を 推定す る。 瞳孔 面積^ は， 順応 輝度の 関数で ある。 次の 式 [6] を 使って 瞳孔の 直径^ (mm) 
を 推定し， A (mm2) を 計算す る。 

<3^ = 5~3tanh [0.41og (3.183Lt)] 

(e) 時間 変動 成分に ついて， 網膜 照度の 時間 平均値 （トロランド） は， 次の 式で 表される。 

DC={Lt-Lr) A • — • —' (A.l) 

A.1.2.3 振幅 係数 スクリーン 輝度の 基本 正弦波の 振幅 係数 （変調 度） を 計算す る。 ぶぶ _で 単： ri? ノ SWii ま g_ しか _ も プ;— 

_な_ ヒ最 i 単純な 自艇 発光 形 (7? 堂 光体 (7? 場合 を 考えて みる。 

スクリーン 輝度 は， 指数関数 形 減衰 残光 exp (-び ひ） を もつ パルスの 連続体で ある。 時間 変動 性 スクリーン 輝度の 

基本 正弦波の 振幅 係数 は， 次の 式 を 使って 計算で きる 11 9 ]。 ' 

2 

Amp (/) :irr(2;ra/)?,2 

こ こ に， a ： 赏 光体 残光の 指数 成分の 時 定数 （S) 
/ ： ディ ス プレイの 表示 周波数 （Hz) 
備考 ひ は， 觉 光体の 輝度が， その 初期値の 1/e まで 減衰す るのに 要する 時間で ある。 しかし， 減衰 時間 
{TC 10%) は， 通常， 輝度が その 初期値の]. % まで 減衰す るのに 要する 時間と して 表される。 S 光体 
の TC、o % 値 は， 次の 関係 式に よ つてび 値に 換算す る こ と がで き る。 

"二 7ri。％X 丄マ10— =Q-4'34 3xrCiQo/, 

A.1.2.4 基本 正弦波の エネルギー 直然懇 光: 形 „ り: t 光体 _ひ 場合に _っ_ ヒて 丄 変動 網膜 照度の 平均値に 基本 正弦波の 
振幅 係数 Amp び） を 乗じて， 網膜 照度の 基本 正弦波 成分 ^ibs を 計算す る。 

^bs^DCxAmp (/) (A.2) 

A.1.2.5 予測 人間が フ リツ カを検 知す る 網膜 照度し きい 値 Ei^red は， 次の 式で 与えられる。 

&red 二" e&, (A. 3) 
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ここに， /は 表示 周波数， a&m は, ディスプレイの サイズに 依存す る 定数で ある。 
表ん 1 に， 複数の 異なる 表示 サイズに 対する パラメータ 値 （"及びろ） を 示す。 

^^bs く £;>red であれば， フ リツ 力が 見えない と 予測す る。 
£;bs^£;M"ed であれば， フ リ ッ 力が 見える と 予測す る。 

代わりに， スクリーンの 時間 平均 輝度が 与えられ ていれば， Eobs [式 （A.2) を 参照] を 計算す る ことができ （_ なぶ: 
直然発 ifc 形 だは.)， 更に， 次の 式 を 使って フリ ッカを 生じない であろう 表示 周波数し きい 値 Ci^i^ を 算定 
できる。 

CFF=m + n ln{Eo^s) (A. 4) 
ここに， m 及び n は ディ ス プレイの サイ ズに 依存す る パラメータ 値で ある。 
表 A.1 に， 複数の 異なる 表示 サイズ ごとの パラメ一 タ値を 示す。 
A.1.3 計算 実例 

A.1.3.1 ディスプレイの 構成 約 500 mm 離れて 見る 280 mm の 長 ざの 対角 径を もつ CRT ディ ス プレイ とする。 
したがって， この ディスプレイの サイズ は， 2 arctan (280/2x500) 二 30. 75。 の 視角と なる。 

表示 輝度 ム は 100 cd/m 2 であり， スクリーンの 反射 輝度 ムは 10 cd/m 2 とする。 さらに， _自_然 発光： 形 _觉 光体の 減衰 定 

数" は， 2.5x10- 5 秒と する （これ は， 6x10- 5 秒の: rCio% 値に 相当す る。）。 

A,1.3.2 計算 A.1.2.2(d) から 始めて， 次の 計算 をす る。 

(a) 瞳孔 直径 は， 

= 5-3 tank [0.4 log (3.183x100)] 
二 2. 713 789 mm 

(b) 瞳孔 面積 は， 

^ = 3.141 59X (2.713 789 + 2)2 

= 5.784 2 mmV 

( C ) 変動 網膜 照度の 平均値 は， 

/)C- (100-10) X5.7842 

二 520. 57 td 

( d ) 基本 正弦波の 振幅 係数 は， 

Amp (/) =2+[l+(2.5XlO- 5x6.2832xf)2]i/2 

したがって， 表示 周波数/が 60 Hz の ときには， 振幅 係数 は 1.99991 であり， 表示 周波数/が 72 Hz のとき 
に は， 振幅 係数 は 1.999 87 である。 
(e) 60 Hz ディ スプレ ィ の 網膜 照度の 基本 正弦波 成分 は， 
£;bs-520.576xl.999 9 
= 1 041 td 

(f ) フ リツ 力の ない 60 Hz ディ ス プレイに 必要な 網膜 照度 基本 正弦波 成分の 臨界 値 は， 
= 258.58 td 

この場合， / = 60 Hz， "二 0,191 9， かつ ^ = 0.120 1 である （視角 30° の ディスプレイの" 及びろ の パラメ 一 
夕に ついては， 表 A.1 を 参照す る こと。）。 

(g) £ibs〉£pred であるた め， 60 Hz の ディスプレイに はフ リツ 力が 起きそう だ， とレ、 う 結論になる。 

(h) 72 Hz の ディスプレイの 網膜 照度の 基本 正弦波 成分 は， 

£;bs 二 520. 576X1. 999 9 
二 1 041 td 
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であり， フ リ ッカ のない 72 Hz の ディ ス プレイに 必要な 網膜 照度 基本 正弦波 成分の 臨界 値 は， 
£pi-ed 二 0.1919XeO'i2ox72 

=1 092.71 td 

となる。 

&bs く ^^red であるた め， 72 Hz の ディスプレイに はフ リツ 力が 起きない。 

備考 残. 光き 聞-の-長 ヒ自— 然 形货 光体 （減衰 定数 "= 3 .0 4 0X10_ 2 秒） を 使って 計算す ると， 6 Hz の ディ 

ス プレイに フ リ ッカは 起きない。 

A.2 ディスプレイ における フリ ッ 力 予測の ための アル ゴ リ ズム 

A.2.1 基本原理 ディスプレイに フ リ ッ 力 が 起 きる か 否か を 推定す る ための アル ゴ リズム を 提供す る 。 
A.2.2 ディスプレィの^7^7^^平均値の計算 この 値 は， 次の 式から 推定す る。 . 

C^=34.9 + 17.6 log (Lt) (A. 5) 

ここに， 丄 t は， 6.3 の 表示 輝度 （cd/m 2 ) を 表す。 式 (A.5) は， 短 残光 蛍光体 （P31) を' も 
つ スクリーン に 視角 70° の ラスタ を 表示し た 場合の 心理 物理 デ一 タ の 平均値に 基づい て い 
る。 したがって， この 公式に は， 周辺 視野に もフ リツ 力 は 生じない という 要求 事項 力 《 含ま 
れる。 

A.2.3 被験者 間の 変動 性の 推定 表 A.2 に， 個体 間 差異の 標準偏差び mt を 示す。 

表 A.2 標準偏差 及び 個体 間 差異 



平均 スク リーン 輝度 （cd/m 2 ) 


25 


50 


100 


200 


400 


び iru (hz リ 


5.71 


5.28 


5.78 


6.93 


8.29 



A.2.4 百 分 位 数 基準の 決定 CFF の 測定値に おける 被験者 分布 は， 基本的に 正規分布 である。 したがって， 95 百 分 
位 数 を 使う 場合， すなわち， 被験者の 95 % が スクリーンに フ リツ 力がない と 知覚した 場合に は， その 百 分 位 数 基準 
は 1.65 び, nt に 対応す る ことになる。 

A.2.5 標準 値の 計算 ％ 百 分 位 数 基準が 与えられれば， 標準 値 は， 次のようになる。 

STANDARD = C/^F + 1 . 6o(7int 
表示 周波数が CFFsTANDARD より 高い 場合に， スクリーンに はフ リツ 力 はない とみな される。 

例 平均 輝度 二 100 cd/m 2 の ディスプレイの 場合に， CFF は 70.1 Hz である。 び int は 5 . 78 Hz であるので'， 

CFFsTANDARD は， 次の ようになる。 

70. 1 + 1. 65X5. 78 二 79. 6 Hz 
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附属 書 B (参考） スクリーンの フリ ッカ 及び ジッタ の 実験的 評価 方法 

B.1 一般 被験者 は， 試験す る 装置に 関係が あると いう 点から， 予想され る 利用者 母集団 （本体の 1. に 規定した 事 
務 作業 を 行う 者） を 代表す る 標本で ある こと 力 《 望ましい。 試験に は 少なく とも 20 人の 被験者 を 使用す るの が 望まし 
い、。 

暗い 背景に 対して 明るい 文字 を 表示す る 場合に は， 通常の 操作に おいて 表示され る 最大の 文字 数が 表示され ている 
ことが 望ましい。 

B.2 手順 

(a) 表示 面 铅 直 照度 を （ 2 50 + 2 50cosA) Ix に 調整す る。 

(b) スクリーン を 文字で 埋める。 

(c) 表示 輝度 を， 本体の 6.3 で 規定した 値に 調整す る。 

(d) スクリーン 位置 を， 観 視者か ら 設計 視 距離 だけ 離し たと ころに 設定す る 。 

(e) スクリーン を， 次のように 設置す る。 

( 1 ) 観視 者の 30。 周辺 視の 位置。 

(2) 観視 者の 真正面。 

B.3 報告書 ディスプレイ 力 《 ， 被験者の 少なくとも 90 % にと つて フ リツ 力 及び ジッタ を 起こさな いようで あれば， 
その ディ ス プレイ はフ リ ッ 力 及び ジッ タ がない と 報告す る。 
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附属 書 C (参考） 利用者の 作業 性 （user performance) 

による 比較 試験 方法 

この 試験 方法 は， 本体の 規定に 適合して いる こと を 調べる ための， 代わりの 試験 方法と して 妥当で あるか どうか， 
现在 検討 中で ある。 よって， 今後の ## のために， この 方法 を 使用した 経験 を， 開 連 文書， 特に 使用した 統計的 方法 

を 添えて 発褒 する ように， 試験機 M に 要請す る。 

参考 この 規格の 本体 は， CRT ディスプレイ に対する 要求 辜 項 を 中心に 記述して いる。 この 試験 方法 は， 現行の 

CRT ディ ス プレイ と 異なる 技術 を 用いた ディ ス プレイに 対する 適合 性 を 判断す る 目的で 開発され ている。 
この 試験 方法 を 用いた 試行 は， 既に 幾つかの 機関で 行われ， 現在 改正 作業が 進められ ている。 

c.i 基本原理 この 試験 方法 は， ディスプレイに 表示され た 文字の 検知 及び 嚮 職に PS する ものである。 この 方法 
は， 英数字 を 利用者に 昼 示す る 際の ディ ス プレイに 期待され る 性能 を 評価す るた めに 使用す る。 ここでの 性能と いう 
意味 は， 利用者が 画像 を 正確， 迅速に， かつ 不 快感な く 検知' 認識す る ことができる ことで ある。 利用者の 作業 性 は， 
被験者 力 《 検 知 及び 認識 U 〈^で 達成 した 正確さ 及び 速度， 並びに 経験 し た不 快感に よ つ て 規定す る 。 

本体 5. の必す （須） 要 ま' 項 を 満たして いる こと 力 《 分かって いる 基準 ディ ス プレイに 対して， 試験 対象と なる ディ ス 
プレイ （以下， 試験 ディスプレイ という。） の 利用ず おの 作? ミ性を 比較す る。 試験 は， 正常 視力 又は 適切な 矯正視力 を も 
つ 人々 を 被験者と し， 模擬 的な オフィス 環境に おいて 実施す る。 これら， その他の 試験 条件 は， 次のと おりと する。 

試験 は， 各 被験者に つき 2 回 行う。 すなわち， 1 回 は， 試験 ディスプレイ に対して， 残りの 1 回 は， 基準 ディ スプレ 
ィ に対して である。 呈示の 順序 は， 被験者 全体で バランス をと る。 

試験 プログラム は， ^入 及び 使用に 関する 製 いお/^ 又は 販:^ S 者の 指導 を 適宜 取り入れる ことが 望ま しい。 評価 
は， 人間の 行動 を 評価す る 訓練 を 受けた 者が 行う のがよ い。 

フィス 作 1 を 行う お） を 代: する 標本で ある ことが ましい。 必要な 被 験:! ^攻の 推定 方法に ついては， C.10 に 示す。 
被験者 は， 例えば， 垂直 斜位， 側方斜 位， 色覚 異常 及び コントラスト 感度に 関する 使 立 を 含めた 視 機能に ついて， 
春査 して) as ぶこと が 望ましい。 被験者 は， 設計 視 距離で 近 方 視力 0.5 以上 （墙正 を 含む。） である ことか 望ましい。 

C.3 ディスプレイ 試験 ディスプレイ' は， 製品又は全機能が組み込まれた製;丘|)^1の》^21がょぃ。 試験ディ スプレィ 
に は， 製品に 組み込む グ レア 防止 及び 反射 防止の フィル 夕， 並びに 表面 処理 をす ベて 取り入れて いなければ ならな 
ぃゝ 

基準 ディスプレイ は， 試験ディ スプレィの製造！^者义は販シちま者から， 提供 又は 指定され るの がよく， 本体 5. の必 

す （須) 要求 事項の すべて を 満たして いなければ ならない。 

試験 ディスプレイ 及び 基準 ディスプレイの どちらも， 十分 安定す るまで 通電 する ことが S ましい。 ディスプレイに 

は， 例えば， "ディスプレイ 1"， "ディスプレイ 2" のように， 識別 を 目的と した ラベル を 表示し なければ ならない。 

被験者に は， どちらが 試験 ディスプレイで， どちらが 基準 ディスプレイ か 知らせない 方が a ましい。 

C.4 試験 設備 及び 試験 環境 

C.4J 一般的 要求 iPi 試験 は， 試験 結果に 影譬を 及ぼす ような， 気持ちの 乱れ 及び 外的 干渉 を 生じさせない 場所 
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で 行う ことが 望ましい。 環境 は 快適で， 試験期間 中， 変化がない こと 力 《 望ましい。 

C.4.2 環境 次に 示す 条件 は， 試験の ための 適切な 環境 を 決定す るう えで 重要で ある。 次に 示す 要求 事項 は， 作業 
性に 影響 を 与え るよう な 外的 変化 を 最小限に 抑える こと を 意図して いる。 

C4.2.1 騒音 試験 中の 暗 騒音 は， 被験者の 頭咅& 位置で， 55 dB(A) 未満と する ことが 望ましい。 
C.4.2.2 熱 環境 試験 は， 表 C.1 に 示す 条件 下で fi^ わなければ ならない。 



表 C.] 


熱 環境 


メ〜 ijn\. 


19〜26 V 


相対湿度 


4,0〜60 % 


気流 


0.15 m/s 以下 



C.4.2.3 照明 試験 環境 は， 作業 環境 を 模擬す る ことが 望ましい。 照度 は， ディスプレイの 中心に 接する 平面 上で 

測定す るの がよ い。 照度 は， （ 2 50 + 2 50cosA) k に できるだけ 近づける ことが 望ましい。 ここに， ルま， ディ スプレ 

ィ 画面 中心の 接 平面と 水平面 とのな す 角度で ある。 
基準 ディ ス プレイの 文字 輝度 又は 背景 輝度 （どちら か 高い 方） は， 本体 6.3 に 従って 設定す る こと 力 《 望ましい。 
照明 は， グ レア を 最小限に 抑える ようにす る こと 力 《望ましい。 画面 上の 知覚で きる 鏡面 反射 は， 避けなければ なら 

ない。 試験 室の 表面 反射率 は， 表 C.2 に 示す 範囲 内で ある ことが 望ましい。 



表 C:.2 試験 室内の 拡散 反射率の 範囲 



反射 面 


反射率 ％ 


天井 


70〜80 


壁 


30〜50 


床 


10〜30 


家具 


20〜50 



被験者 は， 試験 ：15 分 前に 試験 室 又は それと 同等の 照明 室内に 入る ことによって， 明るさに 順応して おく ことが 望ま 
しい。 被験者 は， 試験 中 を 通して この 順応 レベルに ある ことが 望ましい。 

C.4.3 試験 用 設備 ディスプレイ 及び 附属 装置 （例えば， キーボード） は， 適切な 大きさ， 高さ 及び 仕上げ をした 作 
業 面に 蘆く ことが 望ましい （ISO 9241 - 5 参照）。 ディスプレイまでの 視 距離 は， 設計 視 距離と する のがよ く （本体 5. 
1 参照)， 視線 角 は， 水平面から 0〜6(r 下方が よい （本体 5.2 參 照)。 
被験者 は， ISO 9241-5 の 要求 事項 を 満たす 椅子に 座る ことが 望ましい。 

C.5 試験 対象 物 試験 対象 物と して， ISO/IEC 4873" の 8 ビット VDT に関する 表 1〜3 に 示す， 8 ビット 1 バイト 

コー ドの 図形 文字 集合 （graphic character set) で 構成され る 文字 集合 （character set) を 使用す る。 各 試験で は， 完全 
な 文字 集合 を 使用す るか， 又は ある 特定の 集合 （subset), 例えば， 7 ビット VDT のた めの ISO/IEC 6 4 6 2) を 使用す 
る。 どちらの ディ ス プレイに も 同じ 集合 （set) を 使う ことが 望ま しい。 

C.6 試験 対象 物への 習熟 被験者が， 試験に 用いる 文字す ベて を 知っている こと を， 試験 前に 確認して おく ことが 
望ましい。 

1) ISu/IE し 487 3 ： 1991， Information technology ~ ISO 8 - bit code lor information interchange — Structure and 

rules for implementation 

2) l5>u/IEC 646 ： 1991, Information technology — ISO 7-bit coded character set for information interchange 
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C.7 手順 試験 実施の 目安と して， 次の 手順 を 提案す る。 この 手順の 目的 は， 正確で 信頼性が ある 試験 を 行う こと 
である。 ここで 提案す る 手順 を 変更す る 場合に は， 試験の 精度 及び 信頼性 を 高める こと を 目的と する のがよ い。 試験 
手順 は， 簡便で あり， かつ 被験者に 不当な 負担 を かけない ことが 望ましい。 

試験の 目的 は， 二つの ディ スプレ ィ の 利用者の 作業 性 を 比較す る こ とで ある こと を 強調す る とよい。 • 

試験 ディ ス プレイ （基準 ディ ス プレイで はな く ） の 明るさ 及び コ ン トラスト を， それぞれ 被験者の 好みに 調節 させ 
る 機会 を 与える こと 力 《 望ましい。 

試験 文字 は， 各行が 5 文字の 3 行 を ブロック にして 表示す る。 行 間隔 （inter- line spacing) の 影響 を 考慮し， 中央の 
行 を試驗 行と する。 各々 の 試験 文字 は， 試験 実施 中， 少なくとも 2 回， 各 試験 行に 無作為に 呈示す るの がよ い。 

-一つの 試験 ブロ ックの 中心 は， 次の 5 か 所の それぞれに でき る 限り 近づけて 置 く こ とが 望ま しい （本体の 図: 11 参 
照)。 

a) 左上の 隅から 対角線に 沿って， 対角線の 10 % だけ 内側に 入った 位置。 

b) 右上の 隅から 対角線に 沿って， 対角線の 10 % だけ 内側に 入った 位置。 
C) スクリーンの 中心。 

d) 左下の 隅から 対角線に 沿って， 対角線の 10 % だけ 内側に 入った 位置。 

e) 右下の 隅から 対角線に 沿って， 対角線の 10 % だけ 内側に 入った 位置。 

プロ ッ ク を 表示す る 前に， 被験者の 注意 を 喚起す るた めに 視覚 又は 聴覚に よる 開始 信号 を 発する。 この 信号 終了 
0.5 秒 後に 5 か 所の 位置で 5 個の 試験 プロ ッ クを 同時に 呈示し， 被験者が 完全に 識別す るまで これ を 表示す る。 

左上から 右下に 視線 を 移動 させて， 各 ブロックの 試験 行の 文字 を 識別す るよう に， 被験者に 指示す る。 この 試験 を 
行 う 際に， 被験者 に 速度 及 び 正確 さ の 重要性 を 知らせる のがよ い。 

試験 ブロックが 呈示され てから， 被験者が 最終 ブロックの 最終 文字に 応答す るまでの 時間 は， KX) msec 又は それ 
より 高い 精度で 記録す る ことが 望ましい。 
試験 プロ ッ クの 次の 組 は， その 前の 組に 対する 応答が 終了した 直後に 提示す るの がよ い。 

備考 この 試験に おける 応答 方法 は， 適切な もので あれば， いかなる もので もよ い （例えば， キ一 ボードに よ 
る 方法)。 重要な 点 は， 試験 ディスプレイと 基準 ディスプレイとの 両方に 対して， 同じ 手順 及び 同じ 手 
段 を 使う ことで ある。 



C.8 不 快感の 評価 

C.8.1 手順 この 試験で は ディ スプレ ィ を 2 回 見て もらう 力 《 ， 最初の ディ スプレ ィ の 試験 終了後， 視覚 上の 不 快感の 
度合い を， 被験者に 評価して もらう のがよ い。 被験者の 半分に は， 最初に 試験 ディスプレイ を 使用し， 残り 半分の 被 
験 者に は， 最初に 基準 ディスプレイ を 使用す る。 被験者に は， どちらが 試験 ディスプレイで， どちらが 基準 ディ スプ 
レイ か を 知らせない 方が よい。 この 評価に 使用す る 尺度 及び 被験者に 与える 指示 は， （18.2 及び に 規定す る。 

2 番目の ディ ス プレイ を 使用した 後に， 被験者 は， 最初の ディ ス プレイに 対比 させて 不 快感の 度合いの 比較 評価 を 
する のがよ い。 その 際， 最初の ディスプレイ を 評価した 各人の 尺度に 基づく。 使用す る 尺度 及び 被験者に 与える 指示 
を， 次に 规定 する。 

備考 各 被験者に ついて できるだけ 多く の 情報 を 得る ために， 最初の ディ ス プレイ の不 快感の 度合い を 見 積 
もる 連続 的な 疑似 間隔 尺度 を 使用す る。 この結果 は， その後， 2 番目の ディスプレイの 容認の 度合い を 
比較 判断 するとき に， 被験者の 参考と して 利用す る。 
C.8.2 不 快感の 評価に 使用す る 尺度 図 C.1 に 示す 回答 用紙 を， 最初の ディスプレイの 試験 終了後， 各 被験者に 配 
布し， 2 番目の ディスプレイの 試験 終了後に， 同じ 被験者に 再び 配布す るの がよ い。 
C.8.3 被験者への 指示 回答 方法 を 説明す るた め， 各 被験者に 口頭で， 次の 指示 を 与える のがよ い。 
(a) 最初に 使用した ディ ス プレイに ついての 指示 
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"次の 表に 示した 項目に ついて， あなた 力ぐ 今 使った ディスプレイ を どう 感じた か， 印 をつ けて 下さい。 各項 
目 ごとに， その 項目の 左側の 線 を スケール として， 適当 だと 思う ところに X 印 をつ けて 下さい。" 
( b ) 2 番目に 使用した ディスプレイ について の 指示 

図 C.1 回答 用紙 

あなたが 各 ディスプレイ に対して， どの 程度の 不快 を 感じた か， 指示に 従って 記入して 
下さい。 



最初に 使用した ディ ス プレイ 

(線 上の 該当 位置に X 印） 


項目 


2 番目 に 使用した ディ ス プレイ 
(該当する ものに レ印） 


なし 


激しい 


目の 不快 


より 悪い 


同じ 


より 良い 


なし 


激 し い 


目の 乾き 


よ り 悪い 


同じ 


よ り 良い 


なし 


激しい 


まふ、 たの' 痛み 


よ り 悪い 


同じ 


よ り 良い 


なし 


激しい 


焦点の 合いに く さ 


よ り 悪い 


同じ 


より 良い 


なし 


激しい 


姿勢の 不快 *) 


より 悪い 


同じ 


よ り 良い 


なし 


激しい 


頭痛 


より 悪い 


同じ 


よ り 良い 













*) 極端な 姿勢 を 強いる ディスプレイ は、 不快 感を 招く ことがある。 



"次の 表に 示した 項目に ついて， あなた 力 《 2 番目の ディ ス プレイ を どう 感じた 力、 印 を 付けて 下さい。. 各項 目 ごと 
に， あなたが 先程， 線の 上に X 印 を 付けて 示した 最初の ディスプレイ に対する 判断と 比較して 下さい。 そのうえで， 
2 番目の ディスプレイ を 前の ものより 悪い と 思う 力、 同じ か， 又は 良い か を， 該当する 欄に レ印を 付けて 示して 下さ 

C.8.4 採点 2 番目に 使用した ディスプレイが 試験 ディスプレイ である 場合に は， 2 番目の ディスプレイ に対する 比 
較 判定 は， 実験者が 次のように 採点す る。 

よ り 悪い 一 1 

同じ 二 

より 良い =+1 

2 番目に 使用した ディ ス プレイが 基準 ディ ス プレイで ある 場合に は， 2 番目の ディ ス プレイに 対する 比較 判定 は， 実 
験 者が 次の よ う にして 採点す る。 

より 悪い： +1 
同じ 二 
より 良い 二 — 1 

被験者 ごとに 総 不快 点数 を 算出す るた めに， 各項 目の 点数 を 合計す る。 これによ つて， 合計 点数 は 一 6 〜十 6 の 範囲 
になり， もし， 点数が 正の 値で あれば， 試験 ディスプレイ は 基準 ディスプレイより 快適で あり， もし， 負の 値で あれ 
ば， 試験 ディスプレイ は 基準 ディスプレイより 快適さ 力 氏い ことになる。 点数が ゼロで あれば， 試験 ディスプレイと 
基準 ディ ス プレイ と は 快適さが 等しい と 判定す る。 個人 別 評点 （一 6 〜十 6) は， に 10 に 示す 方法 を 使って 統計的に 処 
理 してよ い。 

C.9 試験 結果 次のように， 試験 結果 を 各 被験者 ごとに 計算す る。 

(a) 試験 ディ ス プレイ 及び 基準 ディ ス プレイ それぞれの， 全 試験 文字に 対する 平均 誤答 率 

(b) 試験 ディ ス プレイ 及び 基準 ディ ス プレイ それぞれの， ブロック 当たりの 平均 所要時間 
(C) 不 快感の 比較 判定 結果 



C.10 結果の 統計的 処理 C.9 に 示す 三つの 測定 結果の それぞれ について， 試験 ディスプレイ を 基準 ディスプレイに 
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比較す るのに 統計的 処理 を 用いる。 帰無仮説 Ho は， 試験 ディ ス プレイの 得点と 基準 ディ ス プレイの 得点との 間に 差 
異 がない とする。 対立 仮説 KM ま， 試験 ディスプレイの 得点が 基準 ディスプレイの 得点より 有意に 低い とする。 した 
がって， 試験 ディ ス プレイが 基準 ディ ス プレイよ り 劣る か 否か を 評定す るに は， 片側 検定が 適切で ある。 

この 適合 試験の 手順で は， 次の ような パラメータの 水準 を 設定す る （ここに 選んだ 数値 は， 帰無仮説 を 棄却す るの 
に 必要 な 被験者 数 を 決定す る。）。 

(a) 製造者 及び 販売者 側の 危険 率 （生産者 危険)。 これ は， 試験 ディスプレイ を 合格と するべき ときに， それ を 
不合格と してし まう 危険 率で ある。 その 値 を 0.05 とする のが 適切で ある。 

(b) 利用者 側の 危険 率 （消費者 危険)。 これ は， 試験 ディスプレイ を 不合格と するべき ときに， それ を 合格に し 
てし まう 危険 率で ある。 これ は， 0.05 (すなわち， 実際に 基準 ディスプレイより 悪い 試験 ディスプレイ を 合 
格と する 回数が， 20 回のう ち 1 回 あると いう こと。） に 設定す る。 

(c) 各 測定 結果に おける 平均値の 間の， 実際 上 又は 操作 上で 有意で ある 差の 大きさ。 Z) は， この 差 を 標準偏差の 
単位で 表した もので あり， 0.75 という 数値 は， 作業 性 （performance) に 約 15 % の 差が ある こと を 意味す る。 

備考 上記の 数値 は， 試験 方法の 開発 中に 得られた 実験 データから 導き出した。 この 試験 方法の 信頼性 及び 精 
度 を 高め， これらの パラメータに とって 適切な 数値 を 確定す るた めに， 試験機 関に， 各自の データ を 報 
告 する ように 要請す る。 
必要な 被験者の 人数 （AO は， 次の よ う にして 決定す る。 

2 Wa^UpY 
ソ V -" - 

こ こ に， Ih ： 製造業 者の 危険 率 （生産者 危険) ひの 標準の 偏差 

U, ： 使用者の 危険 率 （消費者 危険) パの 標準の 偏差 

D ： 各 測定 結果に おける 平均値の 間の， 実際 上 又は 操作 上で 有意で ある 差 を， 
標準偏差 を 単位と して 表した もの， すなわち， その 平均値の 差 を 標準偏差 
で 除した 値- 

備考 び =0.05 でパ = 0.05 の 場合， ひな 二 1.%， ひタニ 1.96 である。 

必要な 被験者 数 を 確定し， 上記の 手順に 従って データ を 収集した 後， 通常の 方法 を 用いて， すべての 試験 文字に よ 
る 平均 誤答 率， 1 プロ ック 当た り の 平均 所要時間 及び 不 快感の 比較 結果に ついて 《検定 を 行う。 

所要の び， /9 及び Z> の 値 を 達成す るた めに は， 比較的 多数の 被験者が 必要になる ことが 計算から 分かる。 これに 代 
わる， より 経済的な 方法 は， 各 試行の 結果 を 知って から， 次の 被験者の データ を 取る 逐次 検定 （例えば， Barnard の 
逐次 《検定） を 使う 方法で ある。 これらの 手順 は， 行動科学 では あまりよ く 知られて いない 力、 工業 品 検査 及び 品質 
管理で は 広 く 実施され ており， 理論 上 は 適合 試験の 費用 効果 を 高め るのに 適して いる。 

試験の 妥当性の 統計的 側面に 関する 詳細な 情報に ついては， Brigham, F . R . の" Statistical methods for testing the 
conformance of products to user performance standards, Behaviour and Information Technology, 8 (4) : pp.279 
- 283 を 参照せ よ。 

Cll 適合 性 試験 ディスプレイが どの 項目 一すな わち， 平均 誤答 率， ブロック 当たりの 平均 所要時間 及び 不快 
感— においても， 基準 ディ ス プレイより 有意に 劣って いなければ 適合が 達成され ている とする。 



C.12 機密性 試験での 各個 人の 採点に ついては， 機密性が 確保され る ことが 望ましい。 試験機 関 は， これら 採点 
力、 個人名が 識別で き るよう な 形で は 外部に 漏れない よう にす るの がよ い。 人間 を 使つ た 実験での 倫理 行動 を 管理す 
る 規則 を 遵守す る こと 力 《 望 ましい。 
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参考 輝度の 測定 条件 及び 輝度 計に 関する 補足 

この 参考 は， 本体の 6丄2 及び 6.2 の 規定 を 分かりやすく 書き直して 補足す る もので， 規定の 一部で はない。 

1. 輝度の 測定 条件 （本体の 6.1.2) 

1.1 発光 形 ディスプレイの 場合 表示 輝度 は， 発光 輝度と 反射 輝度との 和で あり， この 規格の 要求 事項に 適合 

している こと の 判定 は， 照明 条件が， 次に 示す 照度 における 反射 輝度に よ つ て 行う のが 一般で ある。 

£o = 250 十 250COS/1 (単位 Ix) 
し 力、 し， 通常 は， 照度 £。 は 得が たいので， 次の （1) 又は （2) のい ずれ かの 輝度 測定法に よって 行う とよい。 

( 1 ) 暗室 条件 下の 測定値 I^E に 拡散 反射 輝度ん D {E,)^q^ £o を 加算す る。 

すなわち， 表示 輝度 = i:E+Z>D (ど 0)=I^E 十な D Eq 

(2) 明 室 条件 下 （照度 の 表示 輝度 測定値 ム 十ん D {E) に 拡散 反射 輝度 係数 を 用いて， 照度 E における 拡散 反 
射 輝度 か ら ， 照度 丑。 に お け る 拔散 反射 輝度へ 補正す る 。 

すなわち， 表示 輝度 = Z^E+Z^D (丑 ）+ な D ；)— 幻 

ここに， ゆ は， 拡散 反射 輝度 係数で あり， 次の 手順で 求める ことができる。 

(a) 入射 光 は， 拡散 光 又は 45° 入射 光 （画面 照度 £〕 とする。 

(b) 画面 te 散 反射 輝度 Z^D {E) を 測定す る。 

(c) 次の 式から 算出す る。 

" _ Ld (E) 

q 。― 

1.2 非 発光 形 ディスプレイの 場合 上記の な D を 求める 手順に よって， 明るい 表示 部分の 面積 平均 拡散 反射 輝度 

係数 を 求め， その 拡散 反射 輝度 係数から， 拡散 反射 輝度が 35 cd/m 2 となる 照度 を 求める。 ただし， 非 発光 形 
ディ ス プレイでの 反射 輝度の 測定 は 極めて 難しく， 正確な 測定法 は， 別の 規格で 今後 规定 する 予定で ある。 

2. 輝度 計の 測定 視野 • 測定 項目 （本体の 6.2) 

原 国際規格 では， 次の よう に 面積 平均 輝度 を 2 種類の 意味で 使用して いる。 

(1) ピーク 輝度と 区別して 用いる 概念で， "表示 輝度" とも 表現して いる。 この 規格で は， ピーク 輝度と 区別 
する ために， "面積 平均 輝度" と 括弧 書 きを 加えた。 

測定 視野 は， 文字 寸法の 程度で あり， 文字 位置の 全 画素 を 発光 させて 測定す る （6.2.2 及び 6.6.8 参 
照)。 

(2) 測定 視野が 有効 画面の 1 % 程度の もので， "面積 平均 輝度" と 称して いる。 この 规格 では， （1) の 定義と 
の 混同 を 避ける ために， "広域 面積 平均 輝度" という （本体の 6.2.3 参照）。 測定 対象に は， 有効 画面の 全 画 
素 を 発光 させて 行う 輝度 均一 性の 広域 面積 平均 輝度 （本体の 6.6.9.1)， 及び 有効 画面の 全文 字 位置に， 大 
文字" M" と "間隔 （space)" と を 交互 表示して 行う 輝度 バランス （本体の 6.6.9.3) の 測定が ある。 

なお， 輝度 プロ ファイル などの 細部の 輝度 を 測定す る 場合， 及び ピーク 輝度の 測定 を 行う 場合に は， 本 
体の 6.2.1.1 を 参照せ よ。 



32 



JIS Z 85 1 3-1994 

(ISO 9241-3 ： 1992) 

人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 
一 視覚 表示 装置の 要求 事項 

この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定した 事柄， 参考に 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もの 
で， 规 格の 一部で はない。 

1. 制定の 趣旨 1970 年代 後半 以降， 各国 や 各 機関で は コンピュータの 視覚 表示 装置 （Visual Display Terminal) に 
かかわる， 人間工学 上の 指針 や 法規 制 を 提案して きた。 国際 標準化 機構 （ISO) では， 視覚 表示 装置 を 用いる オフ ィ 
スィ乍 業の 人間工学 上の 要求 事項 を ISO 9241 [Ergonomic requirements for office work with visual display terminals 
(VDTs) : 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業] シリ一 ズ として 国際規格と するべく， 1984 年から 活発な 審議 を 続け 
てきて いる。 

[SO 9241 シリーズ は， 表示 装置 や キーボード などの VDT 機器の ハードウェア， 利用 環境， ソフトウェア や シス テ 
ムの 使いやす さな ど， 人間工学 上の 広い 範囲 を规 格の 対象と した， 17 部から 構成され る 大形の 規格で ある。 このよう 
な 国際規格 を， として 国内 规 格に 導入す る こと は， 今後と も 増加が 予想され ている VDT 作業に ついて， 人間工学 
上の 要求 事項 を 具体的 に 示す ために も， 社会的 に 大いに 要請され ている ところで ある。 

この 規格 は， 視覚 表示 装 蘆 を 用いた 情報処理 システム において， 利用者の 能率と 福利と を 増進す るた めの， 視覚 表 
示 装 ffi に関する 人間工学に 基づく 指針 を， 提供す る ものである。 

2. 制定の 経緯 工業技術 院 では， JIS の 国際 整合 化 を 推進す るた め， 1992 年 7 月に 発行され た ISO 9241-3 を 骨子 
とした， 工業 標準 新規 原案の 調査 作成 を， 日本 人間工学 会に 対し 平成 5 年度に 委託した。 同学 会で は， JIS 原案 作成 
委員会 を 組織し， 漢字な ど 日本語 表記に 対応させる ために， 原 国際規格の 一部 を 我が国の 実情に 即して 追記 又は 変更 
した JIS 原案 を 作成し， 平成 6 年 2 月に 工業技術 院に 報告した。 その後， 平成 6 年 8 月に 日本 工業 標準 調査 会 基本 部会で 
審議 を 行い， 所定の 手続き を 経て， この 規格の 制定 をみ た。 

3. 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

3.1 原 国際規格 に関する 問題 この 規格の 原案 作成 過程で， 次に 示す 原 国際規格が もつ 問題点の 処理 を 慎重に 検討 
した。 

(1) 適用 対象と なる ディスプレイの 種類に ついて 適用 対象 は 電子 ディスプレイ であり， ブラウン管 （CRT) だけ 
でな く， 液晶 ディスプレイ （LCD), プラズマディスプレイ （PDP) 等の， フラット パネル ディスプレイ （FPD) 
を 含む。 しかし， 規格の 根拠と なる 視認 性の 知見 は， CRT に関する もので あり， FPD について は， 新たな 知見 
を 含めて 現ォ £ ISO CD 氣 3400— 2 (Ergonomic requirements tor work with visual display units employing flat 
panel technology 一 Flat panel display ergonomic requirements) と して 規格 作成 途上に ある。 

(2) 輝度 及び 輝度 コントラスト 35 cd/m 2 の: ちゃ 度の 規定値 は， CRT ならば 十分 達成 可能な ものと して 決定され た 
力ぐ， "高い 輝度で は 低い コン 卜 ラスト を 要求し， 低い 輝度で は 高い コン トラスト を 要求す る" という 人間の 視 
覚 特性 力ち 考慮され ていない。 例えば， 画面 フィルタ を 装着して， 35 cd/m 2 以下に なった としても， 読み やす 
さは 改善され るが， 35 cd/m 2 以下で あるた めに 規格に 不適 合と なる。 より 見やす い 状態に すると， 规 格に 不 
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適合と なる の は 問題で ある。 この 点に ついては， JIS X 6041 に 人間の 視覚 特性 を 考慮した 輝度 及び 輝度 コン 
トラストの 規定が あり， この 規格 も それ を 準用して いる。 
3.2 既存の 規格 JIS X 6041 との 関係 この 規格に 類似す る 規格と して， 昭和 63 年 3 月 制定の JIS X 6041 (業務 用 
陰極線管 表示 装置 及び けん 盤） が ある。 JIS X 6041 は， 表示に 関する 要求の ほか， キ 一ボー ドゃ きょう （筐) 体に つ 
いても 規定して いる。 この 規格の 規定 事項のう ちで JIS X 6041 と 重複す る 部分 は， JIS X 6041 を この 規格に 合致 
する ように 改正して， この 規格から は 除く 案 もあった 力 3 '， この 規格の 内容 を 他の 規格に 分散す ると 利用し にく くなる 
と考えられる こと， 人間工学 として 一貫し た 規格 体系に し た 方が 利用者に 便利 であ り ， 原 国際規格 と の 整合性 も 高ま 
る ことから， シリ一 ズ 規格と して 制定す る ことに 決定した。 

一方， JIS X 6041 とこの 規格で一 致しない 部分が ある 力、 この 規格との 整合性に ついては， 適切な 時期に JIS X 
6041 の 見直しが なされる ものと 期待して いる。 

3.3 縦書きに 関する 問題 原 国際規格 は， 横書き を 前提に している が， 我が国で は 縦書き も 新聞， 雑誌， 文学 系の 
書物な どで 用いられ ており， 縦書きに ついても 规定 するべき との 意見と， 国際規格 としての 整合性 を 重視し， また 
"公文書の 書き表し 方の 基準" で 横書き を 指導して いるので， 横書きに 限定す るべき との 意見が あった。 縦リ？ きに 関 
する 要件 をす ベて 調査す る こと はで きないので， この 規格で は， 縦書きに ついて， 文字 間 距離 及び 行間 距離の 規定値 
を 原 国際規格と 同一と し， 用語の 定義に 反映す る ことと した。 

3.4 用語の 問題 用語 は， 関係 JIS に 規定され た 用語 を できるだけ 尊重した 力 S 次に 示す もの は 独自に 定めた。 

(1) オフィス 作業 （office work) (規格の 名称） この 規格での オフィスと は， 従来の 事務所に 加え， 工場の 設計 室 
や 大学の 研究室な ど， 知的 作業 を 主として 行う 場所と 定義され る。 これに 対応す る 適切な 日本語がない こと， 
及び オフィス という 用語が 一般に も 使われる ようになって きている ことから， ここで は， オフィスと 表記す る 
ことと した。 したがって， office work と は， 事務 作業で はなく オフィスで 行われる 作業 をい う。 

(2) 観 視角 （angle of view) (本体の 2.1) angle of view は， 観察者の 視線と 表示 面の 法線との なす 角であって， 
光学に おける 入射角の 定義に 相当す るが， この 規格で は 観察者が 表示 面 を どの 方向から 見込む か を 言い表す の 
に 用いられて いるので， 人間工学の 観点から， 観 視角と いう 用語に した。 

(3) 文字 間 距離 (between- character spacing) (本体の 2，3) between-character spacing は， 文字と 文字との 間げ き 
(隙） を 意味す る 力、 文字 間隔 （文字の 送り ピッチの 意味と， 本 項の 意味との 2 通りに 慣用され ている。）， 文字 
間 余白 （本 項の 意味で あるが， 文書の 余白と 紛らわしい。） が 検討され た 力、 いずれも 問題と され， 意味 を 正確 
に 表現す る 用語と して 文字 間 距離と した。 

(4) 視認性 （legibility) 及び 可読性 （readability) (本体の 2 .l? 及び 2 . 27 ) JIS Z 8113 (照明 用語） 等で は legibility 
を 可読性と している 力、 この 規格で は， legibility 及び readability の 厳密な 定義 を 行う ことが 目的で はな く ， 要 
求 事項の 説明 を 分かりやすく する ために 用いて いるので， 文脈から 視認性 及び 可読性と 表記す る ことと した。 

(5) 文字の 画素 構成 （character format) (本体の 2 . 7) 文字 書式と する 意見 もあった 力、 \ この 规格 では 画素で 構成 
する 文字 を极 うので， 画素 構成と した。 

(6) 作業 設備 （workstation) (本体の 3.) workstation とい う 兩語 は， もともと の 人間工学 分野での 意味 （作業 をす 
ると きに 使用す る 机， 椅子， コンピュータ を 含む 作業場） と， コンピュータ 業界で 慣用して いる 意味合い （い 
わ ゆる エンジニアリング. ワーク ステ一 シ ヨン） とが ある 力、 ここで は 前者の 意味で 作業 設備と いう 用語 を 用 
いた。 

(7) その他 今後 制定す る 一連の 人間工学の 規格の 便宜 を 図る ため， 用語 対照 表 を 解説 付表 1 及び 解説 付表 2 に 示 

す。 

4. 適用 範囲 ISO 9241 は， 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業に 関する 人間工学の 要求 事項 を 規定す る もので， 
本来なら ば 全 17 部が一 括して 翻訳， 制定され る こと 力 、'望ましい。 こうす る ことによって， 各々 の 部の 適用 範围を 明確 
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に 理解す る ことができる はずで ある。 しかしな 力 S 、ら， この 規格 を 審議して いる 時点で は， 国際規格 として 成立して い 
る もの は 第 1 部 か ら 第 3 部 ま での 3 部 だけ であ つたた めに， 内容が 最 も —具体的 であ る 第 3 部 か ら 制定す ると いう 形に なつ 
た。 したがって， この 規格の 適用 範囲 は， 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業に 関する 人間工学の 要求 事項のう ち 
の， 視覚 表示 装置の 表示 性能に 関する 事項に 限定され ている。 

ISO 9241 の 構成 は， 次のと おりで ある （:199 4 年 9 月 現在）。 规 格の 名称 は， 今後の 審議に よって 変更され る 可能性 
が ある。 
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対応す る 原 国際規格 では， 性能 を 規定す るた めに 用いる 文字と して ラテン 文字， キリル文字 及び ギリ シャ系 アル 

ファ ベット を 指定して いる。 我が国で 使用され る VDT において は， これらの 文字に 加えて， 仮名 及び 漢字 を 表示 さ 
せる ことが 多い。 そこで， 我が国に おける 利用の ために， この 規格の 適用 範囲 を拔 大して， 仮名 及び 漢字 を 表示す る 
場合に も， 適用す る ことができる ことにした。 

5. 規定 項目の 内容 

5.1 漢字 及び 仮名に 関する 規定値の 根拠 

(1) 文字 高 （本体の 5. 4 ) JIS X 6041 で 規定して いる 漢字の 文字 高 3 . 6 mm が， 視 距離 500 mm で 視角 25 分に 相当 
する こと を 参考に して， 決定した。 

(2) 文字の 横一 縦の 比 （本体の 5.6) JIS X 6041 で 規定して いる 文字の 横一 縦の 比 を 参考に して， 決定した。 
5.2 JIS X 6041 との 比較 この 规格 及び JIS X 6041 で 規定して いる 主な 规定 項目の 規定 内容 を 比較して 解説 表 1 
に 示す。 
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解説 表 1 この 規格 及び JIS X 60« での 主な 規定 項目の 比較 
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間 距離 


文字 間 距離 （JIS Z 8513) 
文字 間 余白 X 6041) 


] ス ト ローク 幅 又は 1 画素 以上 


漢字 ： 文字 高の 0.1〜0.5 倍 
英数 仮名 ： 文字 高の 0.2〜0,5 倍 


行間 距離 （JIS Z 8513) 
行間 余白 （JIS X 6041) 
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漢字 ： 文字 高の 0.2 〜： 1.0 倍 
英数 仮名 ： 文字 高の 0.6〜1.5 倍 
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構造， 外観， 性能 を 規定 



6. 懸案 事項 

6.1 継続して 調査 検討 を 要する 事項 原 国際規格 は， 原案 段階で 画面の 反射 及び 表示 色 を それぞれ 第 7 部 及び 第 8 部 
に 分離した 力、 視覚 要求と して は 一体の ものである。 この 规格 本体の 5.25 でも， 未 制定の 第 8 部 を 参照して いる。 こ 
れらの 国際規格 原案に ついて， 積極的に 審議に 参加し， 规格 作成に 貢献 するとと もに， 規定 内容の 適切 化 （例えば， 
見やす いとされ ている 表示 装置が， 使用 不可と 判定され る ことになら ないように） を 図る 必要が ある。 
6.2 我が国の 意見と して 提案して いくべき 事項 ISO 9241 シリーズ を 始め 関連 国際規格の 審議に 当たって， 我が 
国と して， 次の 意見 を 提案し， 国際規格に 反映させる ようにしたい。 

(1) 輝度 及び 輝度 コントラスト 輝度と 輝度 コントラストとの 間に は 相関が あるので， この 規格 本体の 5，：15， 5. 

16 において 追加した 規定値 を もって， 原 国際規格の 見直し 時 及び ISO 13406-2 の 審議 時に 提案す る 予定で あ 

る。 

(2) Chinese/Japaiiese/Korean (CJK) 漢字 及び 仮名の 規定に ついては， 我が国 独自の ものである 力 ^ ISO/ 
IEC 10646- ]• ： 1993 の 表音文字に 代表され る 漢字 圏の 国際化の 動きに 呼応し， 中国， 台湾， 韓国な どと 連携 
し， ISO に CJK についての 規定の 追加 を 提案して い く ことが 望ま しい。 

7. 蛍光体の 残光 特性 及び フリ ッ 力の 予測 （附属 書 A) この 規格の 附属 書 A で 提案され ている フ リ ッ 力の 予測に つい 

て は， 原 国際規格 原案 審議の 段階から， 残光 特性 を 単 M 化しす ぎていて， 実態と 合わない こと を 指摘して きた 力 《 ， 修 
正されず 発行に 至った ので， 補足説明 を 行う。 ' 
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附属 書 A では， ディスプレイの 発光 輝度 ム0 による 網膜 照度の 時間 平均値 DC, すなわち 



DC 二" • A [附属 書 A の 式 （A,l)] ■ (1) 

と， 振幅 係数 Amp び)， すなわち 

Amp C/)=Ll+(27r"/)2ji/2 • '(2) 

ここに， ひ： 堂 光体 残光の 指数 成分の 時 定数 （S) 
/ ： ディ ス プレイの 表示 周波数 （Hz) 

とから 求められる 網膜 照度の 基本 正弦波 成分 £。bs， すなわち 

丑。 bs 二！ ^CxAmp び） [附属 書 A の 式 （A.2)] — . （3) 

によって フ リ ッ 力の 予測 を 行って いる。 

ここで は， * 光体の 残光 特性ん (0 と して 
んひ） 二 exp ( — ,/ ひ） …… （4) 



という 指数関数 形の 減衰 波形 を 仮定して 式 （2) を 導出して いるが， 実際に CRT ディ ス プレイに 用いられ ている 货光 
体の ほとんど は， 式 （4) に は 従わない。 したがって， この 規格 本体で は 式 （2) に 関連した 記述に はすべ て， 残光 特 
性が 式 （4) に 従う "自然 発光 形の 蛍' 光体の 場合 は，" という 限定 条件 を 追加して 記述の 正確 性 を 配慮した。 以下， こ 
の 問題に ついて 簡単に 解説す る。 

(1) CRT ディスプレイ 用 蛍光体の 残光 特性 一般に， 蛍光体の 残光 特性 は， 励起 後発 光に 至る までの 赏光 体内に 

おける 電子の: 授和 過程に よって 決まり， その メカニズム は赏 光体 ごとに 異なる。 緩和 過程の 主な ものと して 
は， 発光 遷移 過程， トラップ 準 位からの 開放 過程な どが 挙げられる。？ 6 光 過程のう ちの 局 在 的な 発光 中心に よ 

る もの や， 再 捕獲がない 1 分子 反応 形の ト ラ ップ 開放 過程 は 式 （4) の 指数関数 形 減衰 を 示す が， 前者の ドナ一 
ァク セプタ 対の 発光 や， 後者の 再 捕獲が ある 2 分子 反応 形の 開放 過程 は， 異なる 減衰 特性 を 示す。 さらに， こ 
れらが 組み合わ さり， また， フ オノンに よる 非 輻射 緩和 過程 も 加わって， 実際の 蛍光体の 残光 特性 は 式 （ 4 ) 
に は 従わない 場合が 多い。 

CRT ディ ス プレイ 用の '蛍光体の 中で， カラー 用 P 22 の 赤色 成分 [Y2O2S ： Eu] や 長 残光の P 27 [Zn, (PO4) 2 ： 
Mn] など は 式 （ 4 ) に 比較的 近い 残光 特性 を 示す が， P 22 の 緑色 成分 [ZnS ： Cu， A1] • 青色 成分 [ZnS ： Ag] や 
長 残光の P 39 [Zn^SiOa ： Mn， As] など 大部分の もの は 式 （ 4 ) に は 従わない。 一例と して， P 3 9 系の 残光 特性 
を 解説 図 1 に 示す。 図の （a) 及び （b) は， それぞれ 表示 周波数/二 10 Hz 及び 100 Hz の 場合で ある。 図に は 
P39 の ほかに その 改良品 （図 中 P39I) 及び P1 [Zn^SiO^ ： Mn] などの 蛍光体の 残光 波形 も 示した。 P39 に関する 
図 （a) 及び （b) の 減衰 関数 は， 時間/ W 単位 を 秒と し， / = 2 Hz の 減衰 関数 

L (/o^2 Hz, り =0.992(1+ ひ 0.0164)- 1 + 0. 008exp (— ひ0. 153) (5) 

を 用いて， 次の 式で それぞれ/二 10 Hz 及び 100 Hz と した ものに 相当す る。 

L(f, り =2 ム u， y)//) k 二 fik 

図 （a) から 分かる よう に， P39 では 2 分子 反応 形 トラップの 開放 過程に 相当す る 式 （5) の 第 1 項の ために， 
残光 特性 は 指数関数と はならない。 さらに， （a) と （b) との 比較から， 残光 特性 は 表示 周波数 ゾに 依存す る 
ことが 分かる。 これ は， 両者に 上記の 式の 重ね合わせの 関係が あるた めで ある。 

なお， 解説 図 1 は， アノード 電圧 15kV， 励起パルス幅0.5 ^isec, ピーク電流100 ^iAのパルススポッ ト法で 
測定 し た 結果で あ る が， これら の 励起 強度 を 変えて も 残光 特性 は 変化す る 。 

このように， 堂 光体の 残光 特性 は， 表示 周波数 や 表示 輝度に 依存す るの が 一般的で ある。 
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2) 振幅 係数の 導出 ディスプレイの 発光 輝度の 時間 变化 （残光 特性） ムひ） は， フ一 リエ 級数 展開に よって， そ 
の 一次 近似と して 次の よ う に 表す ことができ る。 

L (/)= ん。 + 丄 icos {cot-<f>) (6) 

ここに， ん L it) dt -… (7) 

ん 1= (ム 2 + ん リ2 (8) 

丄 C 二 了 L (t) cos {cot) dt 
2 厂で 

Z^s ニ不 /。 L it) sin {(ot) dt 

cy 二 2;r/ ，ァニ V/， 二 cos ―】 （A:/ ム 1) 
P39 货 光体に ついて， この フーリエ 級数 近似の 様子 を 示した ものが 解説 図 2 である。 図 中の 実線 は 残光 特性 
丄ひ） の 実測 値 二 60 Hz) ， 破線 は 式 （6) による 近似 波形で ある。 両者 はかなり 異なって いる 力、 人間の 目 
の 時間 分解能 は それほど 高く ない ので， 近似 波形 を 用いて フリ ッカを ほぼ 評価で きる ことが 実験的に 分かって 
いる。 
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► 系 蛍光体の 残光 特性 

(b) 

100 
50 



) 



W 
5 



0/2345678^ 
励起 遮断 後の 時間 （ms) 



nu 5 / 



相対 *^ 光 強度 ％ 



相？^ 発光 強度 ％ 
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解説 図 2 P39 蛍光体の 残光 特性の フー リ ェ 近似 

P39 L(/;t) 

J ~ 60.0Hz Fouirier* Approx. 




RippLe Ratio = L,/Lo/Z 



4 8 12 16 

励起 遮断 復の 時間. t(ms) 



この 附属 書に も あるよう に， 振幅 係数 Amp び） は， 式 （ 7 ) 及び （8) で 求められ るん 及び 丄 1 を 用いて， 次の 
式で 定義され る。 

Amp [f] 二 (9) 

前述の 式 （3) は， この 式 を 輝度の 代わりに 網膜 照度に 置き換え たものに ほかなら ない。 
自然 発光 形の 觉 光体の 場合に は， 式 （4) を 式 （7) 及び （8) に 代入して， 容易に 次の 結果 を 得る。 
丄 = び/ [1 一 exp (― 1/ び/)] 
ムニ 2 ひ/ [l — exp (― lA?/)]/[l+(2;r"/)2]i/2 
式 （9) に 代入して， 結局 式 （2) を 得る。 しかしながら， 残光 特性が 式 （ 4 ) に 従わない一 般の赏 光体の 場 

合に は， 例えば， 式 （5) を 式 （7) 及び （8) に 代入して 計算し， 式 （9) から 振幅 係数 を 求めなければ なら 

ず， 式 （2) は 振幅 係数の 一般 解で ない こと はいう まで もない。 

なお， 振幅 係数 は， 種々 の 方法で 直接 測定す る ことができ， 社団法人 日本 電子 機械工業 会が その 有用な 測定 

法 を 定めて いるので 参照され たい。 参考までに， この 直接 測定法 を 用いて 求めた P39 觉 光体の 振幅 係数 を 解 

説 図 3 に 示す。 図 中の 縦軸 は， リップル 比 R び） 二 Amp び) /2 として 示して ある。 

以上 示した ように， 附属 書 A のフ リ ッカ 予測 法 は 自然 発光 形の 特殊な 蛍光体 を 用いた ディ ス プレイに しか 適 

角 できず， 正確 な 予測 のために は 振幅 係数 を 直接 測定す る 必要が あ る 。 

なお， 現在 用いられ ている CRT ディスプレイ 用' 虽' 光体の ほとんど は， 10 % 減衰 時間が 71： 10% く 1 msec の 短 

い 残光 を もつ もので あり， この場合 は， Amp (/■) =2 となって フ リツ 力の 軽減 効果 はない。 いずれにしても， 

この 附属 書 A の 予測 法 は， P39 系の よ う な 長 残光 赏 光体の フ リ ッカ 軽減 効果 を 見積もる ために 原理 的に は 有用 

であ る が， 残光 特性 や 振幅 係数の 測定に は 厳密 性 を 要す るので 充分な 配慮が 必要で ある。 



相対 発光 強度 ％ 
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解説 図 3 P39 系 蛍光体の 振幅 係数 （直接 測定値） 
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解説 付表 :l 


この 規格で 用いた 用語の 対照 表 （五十音順） 






用語 


英語 


箇条 番号 


r あ】 


暗 騒音 


iJdOrv tl I W U 11 U. llyj lov^ 


(] 4 2 1 




アンチ エイ リ ァ スフ オン ト 


anti- aliased font 


2.2 


【お】 


ヌケ サド 、ソ +々 几 M 

J^X. 入 し/ ノ _>iiJ2±l 


nmr^riTt 1 r*n ri 1 c;r^p pi n cr 


5 5^ 5 11 


【か】 


画素 


pixel 


2 . 25 




"J 5 究性 


readability 


2.27 




画面 上の 距離 


screen distance 


6,5 




観 視角 


angle of view 


2.1 


【さ】 


既定値 


default 


6.3, 7.1 




輝度 コン トラスト 


luminance contrast 


5.16 




輝度 バランス 


luminance balance 


5.17 




jta? せ レレ 


contrast ratio 


0. lb 




行間 距離 

1 J \ 卜リ IH— r JPu 


between-line spacing 


2.4 




鏡面 反射 


specular reflection 


5.19 




均一 性 


uniformity 


2.23 


【< 】 


辛 間 的 不安定 性 


spatial instability 


5.24 




グ レア 


glare 
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【け】 


顕微 測 光 的 輝度 


microphotometric luminance 


6.2.1 




\B\ TM I リ畔, 又 


dl vyCL t* V C-l del 丄 U 111 1 lid 11 しレ 
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コントラ 又 }^ 

— , 1 ノ へ 1 
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作業場 


workplace 
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CRT display 


3 




時間 的 不安定 性 


temporal instability 
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test object 
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視線 
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Jitter 
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iXi » む l_L 


IpceiVii 1 it V 
ii/ti luii 1 L y 


2 17 




充てん 率 


fill factor 


2.12, 2.15 




書式 


format 


1 


r す 1 
I ？ J 


八 1 ノ 


stroke 


5 2 




に U ノ屮田 


ハレ TA71 fif ri 


2 29 


【せ】 


セリフ 


serif 


Z . 丄 U 




條 •fd 1* 
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3 


【た】 
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touch screen 
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between- word spacing 
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直線 性 


linearity 
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直交性 


orthogonality 
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解説 付表 1 (続き 





用 H 吾 


英語 


箇条 番マ 


【て】 


ディ スフ °レ ィ 


display 


1 




干 J つ、 フ" レ ィ のき ト う f 麼） 汰 

ノ ■ ^ z、 ノレ 1 レノ よ ノ、 ノ 


Qispia^ housing" 


5_ 17 




デー タ 入力 


data entry 


1 




適合 証明書 


compliance report 


6.1.2 




デュー ティ サイ クル 


duty cycle 


5.22 


【と】 


ト 'リ 卜 


dot 


5.2 


【力 1 
いよ J 


^ - H モ J マへ 车 fF 
づ 、カノ 叫 ノ • ^ノ J ヽ 


HcticlLl Vc Uuldl 1 L y 


1 a 

L . 丄 


【は】 


発光 形 ディ ス プレイ 


emissive display 


6.1.2 


【ひ】 


ピーク 輝度 


peak luminance 


5.2 




表示 輝度 


display luminance 


2.14 




表示 極性 


image polarity 


2.16 




表示 色 


screen image colour 


5.25 


【ふ】 


VDT 


visual display terminals 


vu 




フォント 


lont 


5.9 




ーノ 11 、リ -h 
/ V 'ン" 


flick-cr 


9 on 




プ r? つ マノ /し 

/ 1^ / ノ z| ノレ 


ハ" r 八 f "I 1 o 


. 乙. 上. 乙 




乂 ま- 


text 


1 CIO 


【ほ】 


ポジ ティ ブ 表示 


positive polarity 


2.16 


【め】 


明滅 


blink 


2.6 




面積 平均 輝度 


area average luminance 


6.2.1.2 


【ち】 


文字 間 距離 


between-character spacing 


2.3 




文字 高 （pl-2.8) 


character height 


2.8 




文字 サイズ 


character size 


2.9 




文字 集合 


character set 


5.1 




文字の 画素 構成 


character format 


2.7 




文字の 横 一 縦の 比 


character width-to-height ratio 


2.11 




文字 幅 


character width 


2.1 


【ゆ】 


有効 画面 


active area 


6.2.3 




有効 画面 


addressable area 


6.4， 5.14 




遊 動 顕微鏡 


travelling microscope 


6.6.12 


【ら】 


ラスタ 変調 度 


raster modulation 


2.12, 2.26 



解 11 



43 

Z 8513 -1994 (ISO 9241-3 ： 1992) 解説 
解説 付表 2 この 規格で 用いた 用語の 対照 表 （アルファべ ッ ト順） 





英語 


用語 






箇条 番号 


【A】 


active area 


有効 画面 




6.2.3 




addressable area 


有効 画面 




6.4， 5.14 




angle of view 


観 視角 




2 


1 




anti-aliased font 


アンチ エイ リアス フ才 


ン ト 


2 


2 




area average luminance 


面積 平均 輝度 




6 


2.1.2 




area average luminance 


広域 面積 平均 輝度 




5.17， 5.20, 6.2.3 


は】 


background noise 


暗 騒音 




Q 


4 21 




between-character spacing 


文字 間 距離 




2 


3 




between - line spacing 


行間 距離 




2 


4 




between- word spacing 


単語 間 距離 




2 


4, 




blink 


明滅 




2 


6 


【c】 


character format 


文字の 画素 構成 




2 


7 




character height 


文字 高 （pi- 2.8) 




2 


3 




character set 


文字 集合 




1^ 


1 




character size 


文字 サイ ズ 




9 


Q 




character width 


文字 幅 




2 


1 




character width-to-height ratio 


文字の 横一 縦の 比 




2 


11 




comparator reticle 


コンパレータ 焦点 板 




6 


6.14 




compliance report 


適合 証明書 




6 


1.2 




contrast 


コントラスト 




2 


22 




contrast ratio 


輝度 比 




5 


16 




CRT display 


CRT ディ ス プレイ 




3 




【D】 


data entry 


データ 入力 




1 






default 


既定値 • 




6 


3, 7.1 




diacritic 


ダイ ァクリ ティ カルマ 


—ク 


2 


13 




display 


ディ スフ' レ ィ 




1 






display housing 


ディ ス プレイの きょ う 


(筐) 体 


5 


17 




display luminance 


表示 輝度 




2 


14 




dot 


レ、 、、， 1 
卜ッ卜 




5 


2 




duty cycle 


デュー ティ サイ クル 




5 


22 


【Fl 
しし J 


emissive display 


發ゃ 形デメ 又 プレイ 

；; fti ソしノ 1 ノ ノ Z レ 1 




6 


1.2 


I リ 


fill factor 


充て ん率 




2.12, 2.15 




flicker 


/ ； ッ ,ゾ 




2 


30 




font 


フォント 




5 


9 




format 


書式 








【G】 


glare 


グ レア 




5 


18 


【1】 


image polarity- 


表示 極性 




2 


16 




interactive inquiry 


対話 型 問合せ 




1 




【J】 


jitter 


ン ッ タ 




2 


28 
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解説 付表 2 (続き 





英語 


用語 


箇条 番号 


【し】 


legibility 


視認性 


2.17 




line - of- sight 


視線 


2.1 




linearity 


直線 性 


2.19 




luminance balance 


輝度 バランス 


5.17 




luminance contrast 


耀 度コン ト ラス 卜 


5.16 


【M】 


microphotometric luminance 


顕微 測 光 的 輝度 


6.2.1 


【N】 


negative polarity 


ネガティブ 表示 


2.16 


【0】 


orthogonality 


直交性 


2.24 


【P】 


peak luminance 


ピーク 輝度 


5.2 




pixel 


画素 


2.25 




positive polarity 


ポジ ティ ブ 表示 


2.16 




profile 


フ" 口 ファイル 


6.2.1.2 




proportional spacing 


欧文 ピッチ 処理 


5.6， 5.11 


【R】 
いリ 


raster modulation 


ラスタ 変調 度 


2.12, 2.26 




readability 


可読性 


2.27 




screen distance 


iSlTlT 卜の ほ5 離 
lEtl 13} _1 ！レ ノ Jt は raft 


5 5 




screen ima.o'e colour 


^^TT^ 色 1 


5 . 25 




serif 


セリフ 


2.10 




spatial instability 


'々間 的 不安定 件 


5.24 




specular reflection 


ま# 面 反射 


5.19 




stroke 


ストローク 


5.2 




stroke width 


ストローク 幅 


2.29 


【T】 


temporal instability 


時間 的 不安定 性 


5.23 




test object 


試験 対象 


6.2.1.3 




text 


文書 


1, 5.12 




touch screen 


タツ チスク リーン 


5.1 




travelling microscope 


遊 動 顕微鏡 


6.6.12 


【u】 


uniformity 


均一 性 


2.23 


【V】 


visual display terminals 


VDT 


Vll 


【w】 


work station / workstation 


作業 設備 


3 




workplace 


作業場 


VII 
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